
な
る
こ
と
に
気
付
い
た
。

著
者
は
、
中
世
の
ユ
ダ
ヤ
人
哲
学
者
・
医
学
者
モ
ー
ゼ
ス
・
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
経
歴
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
ス
ペ
イ
ン
の
コ
ル
ド
バ
で
生
ま

れ
た
が
エ
ジ
プ
ト
の
カ
イ
ロ
で
活
躍
し
、
医
学
上
の
著
作
が
す
べ
て
ア
ラ
ビ
ア
語
で
書
か
れ
て
い
る
な
ど
、
今
ま
で
理
解
し
て
い
た
の
と
異

マ
イ
モ
ニ
デ
ス
に
つ
い
て
の
史
料
は
、
次
の
も
の
が
あ
る
。

（
一
）
医
学
上
の
著
作
。
後
述
の
よ
う
に
十
編
の
著
作
が
知
ら
れ
て
い
る
。

（
二
）
宗
教
、
哲
学
、
そ
の
他
の
著
作
。
『
ミ
シ
ュ
ナ
注
解
』
、
『
ミ
シ
ュ
ネ
・
ト
ー
ラ
ー
』
、
『
迷
え
る
人
々
へ
の
導
き
」
の
三
主
著
と
種
々
の

小
論
、
論
理
学
、
暦
法
に
関
す
る
著
作
な
ど
が
あ
る
。

（
三
）
書
簡
。
個
人
的
書
簡
と
、
各
地
の
ユ
ダ
ヤ
人
コ
ン
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
－
か
ら
の
宗
教
上
の
質
問
に
答
え
た
交
換
書
簡
（
レ
ス
ポ
ン
サ
）
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
生
涯
を
概
観
し
、
そ
の
背
景
と
意
義
を
考
え
た
い
・

医
学
上
の
業
績
は
、
機
会
を
改
め
て
報
告
す
る
。

一
・
研
究
方
法

モ
ー
ゼ
ス
・
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
生
涯
（
上
） 日

本
医
史
学
雑
誌
第
四
十
四
巻
第
一
号

平
成
十
年
三
川
二
十
日
発
行泉

彪
之
助

平
成
九
年
一
月
三
十
一
日
受
付

平
成
九
年
十
一
Ⅱ
二
十
八
日
受
理
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（
三
１
ダ
ャ
医
学
史
、
ア
ラ
ブ
医
学
史
の
文
献
に
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
８
）
（
９
）
（
川
）

こ
れ
ら
の
内
、
著
者
が
入
手
し
た
の
は
、
著
書
「
モ
ー
ゼ
ス
・
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
医
学
蔵
言
集
』
、
「
喘
息
に
つ
い
て
」
、
『
毒
物
と
解
毒
剤
』
、

（
Ⅱ
）
（
吃
）
（
蝿
）

「
痔
疾
に
つ
い
て
・
医
学
に
つ
い
て
の
レ
ス
ポ
ン
サ
』
、
「
迷
え
る
人
々
へ
の
導
き
』
の
英
訳
、
科
学
史
上
の
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
研
究
書
、
ユ
ダ

（
Ｍ
）
～
（
肥
）
（
Ⅳ
）
（
肥
）

ャ
医
学
史
、
ア
ラ
ブ
医
学
史
の
文
献
な
ど
で
、
広
範
な
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
文
献
の
ご
く
一
部
に
過
ぎ
な
い
。

著
者
は
、
福
井
県
立
病
院
図
書
室
の
好
意
で
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
旨
①
巳
冒
①
で
検
索
し
、
引
用
文
献
を
た
ど
っ
て
、
同

し
た
研
究
言
は
な
い
。

（
１
）

（
１
）
（
２
）

宗
教
問
題
を
主
題
と
し
た
信
者
へ
の
書
簡
は
、
「
背
教
に
つ
い
て
の
手
紙
」
、
「
イ
エ
メ
ン
の
ユ
ダ
ヤ
人
へ
の
手
紙
」
、
「
マ
ル
セ
イ
ユ
の
賢
者
た

（
？
〕
）
（
ｎ
Ｊ
）

ち
へ
の
手
紙
」
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
レ
ス
ポ
ン
サ
と
は
別
の
よ
う
で
あ
る
。

第
九
番
目
の
医
学
的
業
績
は
、
英
訳
別
名
が
旨
①
ｇ
ｏ
巴
醇
昌
の
弓
の
厨
角
の
ｇ
ｏ
弓
切
幽
）
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ス
ル
タ
ン
の
質
問
に
答
え

た
形
の
も
の
で
、
宗
教
上
の
レ
ス
ポ
ン
サ
と
は
区
別
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
四
）
カ
イ
ロ
・
ゲ
ニ
ー
ザ
中
の
文
書
。
ゲ
ニ
ー
ザ
と
い
う
ヘ
ブ
ラ
イ
語
は
、
神
聖
な
文
言
を
最
終
的
に
は
土
に
埋
め
る
つ
も
り
で
保
存
す

る
慣
習
を
い
う
。
一
八
九
○
年
代
に
カ
イ
ロ
の
ベ
ン
・
エ
ズ
ラ
・
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
貯
蔵
室
か
ら
発
見
さ
れ
た
文
書
、
い
わ
ゆ
る
カ
イ
ロ
・
ゲ

（
４
）

ニ
ー
ザ
の
中
に
、
マ
ィ
モ
ニ
デ
ス
自
筆
の
文
書
が
発
見
さ
れ
た
。
ア
イ
ザ
ッ
ク
ス
が
報
告
し
て
い
る
文
書
は
、
た
だ
ゲ
ニ
ー
ザ
と
あ
る
が
、

（
５
）

内
容
か
ら
見
て
カ
イ
ロ
・
ゲ
ニ
ー
ザ
の
一
片
で
あ
ろ
う
。

（
五
）
他
の
人
の
著
書
に
引
用
さ
れ
た
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
自
身
の
手
記
や
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
周
囲
の
人
々
に
よ
る
記
録
が
あ
る
。

（
６
）
（
７
）

（
六
）
す
で
に
十
三
世
紀
に
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
伝
記
が
書
か
れ
た
。

マ
イ
モ
ニ
デ
ス
研
究
は
長
い
歴
史
を
持
つ
が
、
医
史
学
的
観
点
か
ら
は
十
九
世
紀
に
始
ま
る
と
い
え
よ
う
。

二
）
十
九
世
紀
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
界
を
中
心
と
し
て
原
典
研
究
な
ど
優
れ
た
業
績
が
生
ま
れ
た
。
そ
の
後
も
欧
米
と
イ
ス
ラ
エ
ル
で
、

マ
ィ
モ
’
一
デ
ス
に
関
す
る
研
究
書
や
論
文
が
多
く
出
さ
れ
て
い
る
。
著
者
の
知
る
か
ぎ
り
、
日
本
で
は
ま
だ
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
に
つ
い
て
独
立
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記
載
に
際
し
て
、
七
世
紀
以
降
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
支
配
下
の
領
域
を
、
政
治
史
的
に
は
イ
ス
ラ
ム
世
界
、
文
化
史
的
に
は
イ
ス
ラ
ム
社
会

と
総
称
す
る
。
イ
ス
ラ
ム
世
界
が
東
西
の
両
中
心
に
分
か
れ
た
後
は
、
必
要
な
場
合
東
方
、
西
方
を
付
記
し
た
。

従
来
ア
ラ
ビ
ア
医
学
、
ア
ラ
ビ
ア
文
化
と
表
現
さ
れ
た
も
の
は
、
最
近
の
学
界
の
趨
勢
に
従
い
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島
と
そ
の
住
民
、
ア
ラ
ビ

ア
語
に
関
す
る
こ
と
を
除
き
、
ア
ラ
ブ
医
学
、
ア
ラ
ブ
文
化
と
表
現
し
た
。

ア
ラ
ビ
ア
語
の
ロ
ー
マ
字
表
記
は
文
献
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
の
ま
ま
記
載
し
た
。
文
字
に
つ
け
ら
れ
た
発
音
符
号
は
、

記
載
の
有
無
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い
の
で
省
略
し
た
。
ア
ラ
ビ
ア
語
の
発
音
は
し
ば
し
ば
ロ
ー
マ
字
表
記
と
一
致
し
な
い
の
で
、
マ
イ
モ
’
一

デ
ス
と
関
係
の
深
い
人
名
は
片
仮
名
と
ロ
ー
マ
字
で
表
記
し
た
が
、
そ
の
他
は
ロ
ー
マ
字
ま
た
は
片
仮
名
表
記
の
み
と
し
た
。

院
図
書
室
と
金
沢
大
学
医
学
部
図
書
館
か
ら
約
四
十
編
の
欧
文
論
文
を
入
手
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
う
ち
約
二
十
編
を
引
用
し
た
。

マ
ィ
モ
ニ
デ
ス
自
身
の
著
書
を
別
と
し
て
、
著
者
が
入
手
し
た
文
献
で
重
要
な
の
は
、
ユ
ダ
ヤ
医
学
史
の
権
威
ハ
リ
ー
・
フ
リ
ー
デ
ン
ウ

（
四
）
（
鋤
）
（
皿
）

オ
ー
ド
日
日
ｑ
即
肘
号
ロ
ミ
巴
ｅ
（
一
八
六
四
’
一
九
五
○
）
の
、
論
文
「
医
師
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
」
を
始
め
と
す
る
業
績
で
あ
る
。
フ
リ
ー
デ

ン
ウ
オ
ー
ド
は
、
メ
ァ
リ
ラ
ン
ド
大
学
の
眼
科
の
教
授
で
あ
っ
た
が
、
父
親
の
影
響
を
受
け
て
ユ
ダ
ヤ
医
学
史
に
関
心
を
も
ち
、
多
く
の
史

料
・
文
献
を
収
集
す
る
と
共
に
多
数
の
論
文
を
書
い
た
。
Ｗ
・
オ
ス
ラ
ー
が
医
史
学
に
関
心
が
深
く
、
マ
イ
モ
’
一
デ
ス
を
屡
卑
一
月
の
ａ
堅
固
‐

の
冒
吊
》
》
と
呼
ん
だ
こ
と
は
有
名
だ
が
、
フ
リ
ー
デ
ン
ウ
オ
ー
ド
は
医
史
学
に
つ
い
て
オ
ス
ラ
ー
と
交
流
が
あ
っ
た
人
で
、
「
オ
ス
ラ
ー
の
講
義

（
配
）

で
医
史
学
へ
の
目
が
開
か
れ
た
」
と
の
べ
て
い
る
。

（
２
）
（
鱒
）
～
（
泌
）

こ
の
フ
リ
ー
デ
ン
ウ
オ
ー
ド
の
業
績
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
著
書
の
解
説
、
研
究
書
、
ユ
ダ
ヤ
医
学
史
・
ア
ラ
ブ
医
学
史
の
記
載
、
マ
イ
モ

（
１
）
（
３
）
（
６
）
（
７
）
（
恥
）
～
（
評
）

ニ
デ
ス
研
究
者
の
論
文
、
一
般
史
の
文
献
な
ど
を
参
考
に
し
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
生
涯
を
概
観
す
る
。

欧
米
の
研
究
者
が
の
べ
て
い
る
よ
う
に
、
一
次
史
料
を
用
い
て
も
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
が
受
け
た
医
学
教
育
な
ど
不
明
の
ま
ま
で
あ
り
、
定
説

と
な
っ
て
い
る
年
度
に
も
異
論
が
あ
る
。
史
実
の
記
載
も
、
研
究
者
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
限
界
を
知
り
な
が
ら
考
え
て
行
き
た

い
○
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（
認
）

モ
ー
ゼ
ス
・
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
が
、
ヘ
ブ
ラ
イ
名
を
モ
シ
ェ
・
ベ
ン
・
マ
イ
モ
ン
、
略
称
ラ
ン
バ
ム
と
い
う
こ
と
は
前
槁
で
報
告
し
た
。
記
号
‐

（
６
）

胃
ご
巨
冨
○
号
①
冨
口
冨
巴
日
○
国
幽
閉
里
閏
昌
と
い
う
言
い
方
も
あ
る
。
詞
四
ｇ
①
昌
巨
は
「
わ
れ
ら
の
師
」
で
、
詞
号
豆
（
ユ
ダ
ヤ
教
教
師
・
律
法

（
調
）

学
士
の
意
味
で
使
わ
れ
る
が
、
本
来
の
語
義
は
「
わ
が
師
」
）
よ
り
も
尊
敬
の
念
を
深
め
た
表
現
、
国
閉
里
胃
昌
は
前
稿
で
の
べ
た
セ
フ
ァ
ル
デ
ィ

（
粥
）
（
伽
）
（
塊
）
（
判
）

系
（
ス
ペ
イ
ン
系
ユ
ダ
ヤ
人
）
人
物
の
意
味
で
あ
る
。
著
書
の
ラ
テ
ン
語
訳
で
は
、
名
前
を
詞
画
ｇ
員
厨
ご
）
冨
昌
の
①
①
と
も
書
か
れ
る
。

（
蛇
）

前
槁
で
日
本
語
文
献
に
書
か
れ
た
ア
ラ
ブ
名
を
記
載
し
た
が
、
欧
米
文
献
で
は
多
様
で
、
国
の
ｇ
①
門
ゴ
シ
ｇ
シ
日
日
口
昌
吊
國
屏
ご

（
ｒ
）
（
昭
）

旨
四
日
〔
冒
堅
台
○
ａ
○
百
○
９
冨
○
の
①
め
国
①
己
○
ず
①
昼
巴
冨
室
シ
ヮ
○
厘
シ
ョ
【
四
口
巨
○
屋
の
の
四
ヶ
①
己
巨
冒
〕
○
Ｅ
〕
ず
の
ロ
○
ヶ
①
丘
シ
ニ
堅
二
Ｃ
巨
○
風
９
９
）
、

（
虹
）
（
粥
）

ど
旨
忌
日
３
口
冨
匡
囲
弓
国
富
曽
冒
言
冒
守
口
シ
ウ
・
犀
一
宙
ゴ
○
国
言
］
ロ
ゴ
四
目
。
シ
］
面
す
な
ど
と
書
か
れ
て
い
る
。
冨
巨
、
四
は
ア
ラ
ビ
ア
語
の
モ
ー
ゼ
、

旨
〕
は
息
子
で
、
三
口
⑱
巴
ｇ
三
画
目
自
国
は
ヘ
ブ
ラ
イ
語
と
同
じ
く
マ
イ
モ
ン
の
息
子
の
モ
ー
ゼ
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
シ
ｇ
は
父
で
、
Ｐ
ｇ

（
Ｆ
）

胃
目
国
己
は
本
来
は
胃
ョ
国
口
の
父
と
い
う
具
体
的
な
意
味
だ
が
、
同
名
人
か
ら
区
別
す
る
た
め
の
抽
象
的
な
名
前
と
し
て
も
使
わ
れ
る
。

（
面
）

ｇ
〕
①
己
巴
一
目
あ
る
い
は
シ
ｇ
と
｝
号
は
「
神
の
し
も
べ
」
で
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
が
よ
く
自
称
と
し
て
使
っ
た
名
だ
と
い
う
。
①
一
‐
ｇ
ａ
ｏ
ご
と

＠
』
（
）
両
ｇ
ｏ
ｇ
は
、
コ
ル
ド
バ
出
身
の
意
味
で
あ
る
。
砕
房
－
９
は
モ
ス
ク
の
主
席
祭
司
で
、
こ
こ
で
は
詞
号
亘
の
ア
ラ
ビ
ア
語
訳
で
あ
ろ
う
。

（
Ⅳ
）
．

マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
生
年
に
は
異
論
が
あ
り
、
ビ
ュ
ス
テ
ン
フ
ェ
ル
ト
は
イ
ス
ラ
ム
暦
五
三
四
年
（
西
暦
二
三
九
年
）
、
ロ
ス
ナ
ー
は
西
暦
一

（
媚
）

一
三
八
年
と
し
て
い
る
。
前
者
は
、
史
料
的
根
拠
を
あ
げ
て
い
な
い
。
ロ
ス
ナ
ー
は
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
著
書
『
ミ
シ
ュ
ナ
注
解
」
（
一
二
ハ

八
年
）
の
自
筆
原
稿
に
三
十
才
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
と
し
、
二
三
五
年
と
い
う
根
拠
が
著
者
不
明
の
原
稿
断
片
か
ら
来
た
も
の
で

百で

>王

l
、一

（
注
２
）

（
１
）
（
２
）
（
６
）
（
妬
）
（
鴻
）
（
弧
）
（
鑓
）

マ
イ
モ
ニ
デ
ス
は
、
ユ
ダ
ヤ
暦
四
八
九
五
年
ニ
サ
ン
月
十
四
日
（
西
暦
二
三
五
年
三
月
三
十
日
）
に
ス
ペ
イ
ン
の
コ
ル
ド
バ
で
生
ま
れ
た
。

一
・
ス
ペ
イ
‐
ン
の
マ
イ
‐
モ
ニ
デ
ス

}(）(30）



マ
ィ
モ
ニ
デ
ス
の
家
は
、
コ
ル
ド
バ
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
名
家
で
あ
り
、
父
マ
イ
モ
ン
（
三
四
言
〕
・
ロ
房
昌
。
い
の
ｇ
）
は
ダ
ヤ
ン
ｅ
四
百
口
ｇ
Ｒ
ご
騨
己

（
２
）
（
鯛
）

で
あ
っ
た
。
こ
の
ダ
ャ
ン
は
英
語
で
は
旨
月
①
と
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
純
粋
な
司
法
官
で
な
く
、
ユ
ダ
ヤ
人
コ
ン
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｉ
の
第
二
位
の

（
湖
）
（
雛
）

指
導
者
で
あ
る
（
後
述
）
。
母
が
出
産
後
死
去
し
た
の
で
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
は
父
に
育
て
ら
れ
、
ユ
ダ
ヤ
社
会
の
伝
統
に
し
た
が
っ
て
父
か

（
２
）

ら
教
育
も
受
け
た
。
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
に
は
、
兄
弟
と
妹
が
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
フ
ィ
ッ
シ
ュ
パ
イ
ン
は
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
少
年
時

（
型
）
（
２
）

代
の
教
師
と
し
て
幻
四
与
国
ｇ
三
両
閉
と
い
う
名
を
挙
げ
て
い
る
が
、
フ
リ
ー
ド
レ
ン
ダ
ー
は
、
そ
の
著
書
を
読
ん
だ
だ
け
で
あ
る
と
い
う
。

し
か
し
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
教
育
が
、
家
庭
内
の
み
で
行
わ
れ
た
と
は
断
定
で
き
な
い
。
フ
リ
ー
デ
ン
ウ
オ
ー
ド
は
、
コ
ル
ド
バ
に
、
カ
リ

フ
が
開
設
し
た
イ
ス
ラ
ム
教
徒
も
ユ
ダ
ヤ
教
徒
も
平
等
に
学
習
で
き
る
学
校
（
四
８
号
日
己
や
、
ハ
ス
ダ
イ
・
イ
ブ
ン
・
シ
ャ
プ
ル
ー
ト
（
注

（
創
）

３
）
が
十
世
紀
後
期
に
設
立
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
の
た
め
の
高
等
教
育
機
関
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
コ
ル
ド
バ
、
ト
レ
ド
、
グ
ラ
ナ
ダ
に
は
立
派

（
皿
）

な
医
学
校
が
あ
っ
た
が
、
ス
ペ
イ
ン
最
初
の
大
学
サ
ラ
マ
ン
カ
大
学
が
開
学
し
た
の
は
約
百
年
後
の
十
三
世
紀
半
ば
で
あ
っ
た
。

（
２
）
（
肥
）
（
価
）

三
四
八
年
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
が
十
三
才
の
と
き
、
コ
ル
ド
バ
は
ア
ル
モ
ハ
ド
族
に
占
領
さ
れ
、
そ
の
支
配
下
に
お
か
れ
た
。
ア
ル
モ
ハ

（
２
）
（
旧
）

ド
族
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
改
宗
か
、
追
放
か
、
死
か
の
選
択
を
迫
っ
た
。
ス
ペ
イ
ン
名
ア
ル
モ
ア
デ
（
と
目
○
冨
号
⑩
）
、
英
語
名
ア
ル
モ
ハ
ド

（
ど
冒
○
冨
号
）
は
、
ア
ラ
ブ
名
ア
ル
・
ム
ワ
ッ
ヒ
ド
ゥ
ー
ン
か
ら
き
た
名
前
で
、
ア
ラ
ブ
名
は
「
唯
一
性
の
主
張
者
あ
る
い
は
唯
一
神
を
信

ず
る
者
」
を
意
味
す
る
。
ア
ル
モ
ハ
ド
族
は
、
北
西
ア
フ
リ
カ
に
住
ん
だ
ベ
ル
ベ
ル
人
の
一
派
で
、
宗
教
的
不
寛
容
を
特
徴
と
し
、
と
き
に

（
２
）
（
妬
）

イ
ス
ラ
ム
過
激
派
あ
る
い
は
狂
信
派
と
表
現
さ
れ
る
。

ム
ワ
ッ
ヒ
ド
運
動
第
二
代
の
指
導
者
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ム
ー
ミ
ン
は
、
ム
ワ
ッ
ヒ
ド
朝
（
二
三
○
’
一
二
六
九
）
を
建
て
、
同
じ
ベ
ル
ベ
ル

人
の
王
朝
ム
ラ
ピ
ト
朝
二
○
九
一
’
二
四
五
）
を
ほ
ろ
ぼ
し
、
ム
ラ
ピ
ト
朝
と
同
じ
く
モ
ロ
ッ
コ
の
マ
ラ
ケ
シ
ュ
を
都
と
し
た
。
ム
ワ
ッ

ヒ
ド
朝
は
ス
ペ
イ
ン
南
部
の
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
地
方
も
勢
力
範
囲
と
す
る
が
、
本
格
的
に
ス
ペ
イ
ン
に
進
攻
す
る
の
は
少
し
後
の
こ
と
で
、
マ

信
頼
で
き
な
い
と
い
う
。
ち
な
み
に
一
九
三
五
年
、
す
で
に
ナ
チ
ス
の
ユ
ダ
ヤ
人
弾
圧
は
始
ま
っ
て
い
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
で
マ
イ
モ

（
躯
）
（
“
）
（
媚
）

ニ
デ
ス
生
誕
八
百
年
が
祝
わ
れ
た
。
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そ
の
後
の
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
一
家
に
つ
い
て
、
二
つ
の
説
が
あ
る
。

一
つ
は
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
一
家
が
ア
ル
モ
ハ
ド
族
の
支
配
後
直
ち
に
コ
ル
ド
バ
を
は
な
れ
、
南
ス
ペ
イ
ン
お
よ
び
北
西
ア
フ
リ
カ
の
マ
グ

（
１
）
（
２
）
（
狐
）
（
鉈
）
（
妬
）

レ
ブ
地
方
（
現
在
の
モ
ロ
ッ
コ
・
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
・
チ
ュ
ニ
ジ
ア
）
を
転
々
と
し
た
と
い
う
説
で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
一
家
が
イ
ス
ラ
ム
教
徒
に
偽
り
の
改
宗
を
し
、
隠
れ
ユ
ダ
ヤ
教
徒
と
し
て
コ
ル
ド
バ
に
と
ど
ま
っ
た
と
い

（
脂
）
（
洲
）

う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
説
は
も
と
も
と
十
三
世
紀
の
伝
記
作
者
た
ち
の
記
載
に
よ
っ
て
お
り
、
ヒ
ッ
テ
ィ
は
「
こ
の
説
は
最
近
き
び
し
い
批

（
州
）

判
を
う
け
て
い
る
」
と
し
て
い
る
が
、
批
判
の
内
容
は
明
ら
か
で
な
い
。
ビ
ュ
ス
テ
ン
フ
ェ
ル
ト
は
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
た
ち
が
形
の
上
だ
け

（
Ⅳ
）

イ
ス
ラ
ム
の
儀
式
を
行
っ
た
と
い
う
。
ル
ク
レ
ー
ル
は
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
が
カ
イ
ロ
で
イ
ス
ラ
ム
教
徒
か
ら
ユ
ダ
ヤ
教
徒
に
再
改
宗
し
た
こ

と
を
、
ス
ペ
イ
ン
時
代
の
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
を
知
る
も
の
か
ら
発
見
さ
れ
危
険
な
状
態
と
な
っ
た
が
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
患
者
で
あ
っ
た
サ
ラ

（
鴫
）

デ
ィ
ン
の
宰
相
ア
ル
フ
ァ
ー
デ
ィ
ル
（
後
述
）
に
よ
っ
て
救
わ
れ
た
と
い
う
（
イ
ス
ラ
ム
教
は
、
他
宗
教
の
信
仰
に
は
寛
大
で
あ
っ
た
が
、
一
旦
イ

ス
ラ
ム
教
徒
と
な
っ
た
他
宗
教
の
信
者
が
元
の
宗
教
に
再
改
宗
す
る
こ
と
を
死
刑
を
以
て
禁
じ
た
）
。
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
は
「
背
教
に
つ
い
て
の
書
簡
」

（
１
）
（
２
）

に
、
宗
教
的
迫
害
の
下
で
偽
り
の
改
宗
を
し
て
も
罪
で
は
な
い
と
い
う
説
を
書
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
偽
り
の
改
宗
説
を
支
持
す
る
よ
う
に

（
２
）

思
わ
れ
る
が
、
直
接
的
な
証
拠
で
な
い
の
で
、
二
説
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

困
難
な
生
活
の
中
で
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
は
ユ
ダ
ヤ
教
を
中
心
と
し
た
学
習
を
続
け
、
進
歩
は
め
ざ
ま
し
か
っ
た
。
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
が
十
六

（
２
）
（
６
）
（
犯
）
（
認
）

歳
の
と
き
論
理
に
つ
い
て
最
初
の
著
書
を
、
二
十
三
歳
の
と
き
暦
法
に
つ
い
て
の
著
書
を
著
し
た
。

先
に
の
べ
た
よ
う
に
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
が
受
け
た
医
学
教
育
に
つ
い
て
は
史
料
が
乏
し
く
、
明
ら
か
で
な
い
。
医
学
を
学
ん
だ
の
は
モ
ロ
ッ

（
劃
）
（
”
）
（
粥
）
（
調
）
（
虹
）

コ
ヘ
移
っ
て
か
ら
と
い
う
説
と
、
南
ス
ペ
イ
ン
と
マ
グ
レ
ブ
を
流
浪
中
に
す
で
に
学
び
始
め
た
と
す
る
説
が
あ
る
。
一
般
教
養
の
一
環
と
し

（
７
）
（
郡
）

て
医
学
を
学
ん
だ
と
も
い
う
。
ビ
ュ
ス
テ
ン
フ
ェ
ル
ト
は
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
が
イ
ブ
ン
・
ト
ゥ
フ
ァ
イ
ル
と
ア
ベ
ロ
エ
ス
か
ら
医
学
を
学
ん

イ
モ
ニ
デ
ス
の
時
代
に
コ
ル
ド
バ
を
占
領
し
た
の
は
、
ム
ワ
ッ
ヒ
ド
朝
初
期
の
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
干
渉
に
お
け
る
分
遣
隊
の
よ
う
な
性
格
の
も

９
“

へ
〃
一
～
へ
円
｝

句
○

ザ
ー
β
、
ザ
４
４
勺
『

（
〃
）
く
ｊ
（
９
）

の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
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（
〃
）
（
帥
）
（
２
）

だ
と
し
て
い
る
が
、
ア
ベ
ロ
エ
ス
の
哲
学
書
を
読
ん
だ
だ
け
と
い
う
説
も
あ
る
。
ブ
ロ
ッ
ク
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
が
父
か
ら
宗

（
１
）

教
と
数
学
を
、
ア
ラ
ブ
人
教
師
か
ら
哲
学
、
自
然
科
学
と
医
学
を
学
ん
だ
と
の
べ
て
い
る
。
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
に
は
天
文
学
に
つ
い
て
の
記
述

も
あ
り
、
「
マ
ル
セ
イ
ユ
の
賢
者
た
ち
へ
の
手
紙
」
で
、
人
は
知
性
に
よ
っ
て
理
解
で
き
る
も
の
だ
け
を
信
ず
る
べ
き
で
あ
る
と
し
、
占
星
術

（
２
妄
６
）

を
迷
信
と
し
て
き
び
し
く
批
判
し
た
。

マ
イ
モ
ニ
デ
ス
は
、
『
迷
え
る
人
々

子
と
知
り
合
い
で
、
シ
宮
国
鳥
国
言
（
咽
ａ

里
且
自
己
で
あ
っ
た
」
と
書
い
て
い
ス

（
皿
）
（
副
）

マ
イ
モ
ニ
デ
ス
は
、
『
迷
え
る
人
々
へ
の
導
き
」
の
一
節
に
「
私
は
弓
。
シ
爵
ゴ
旦
艀
ぐ
邑
史
シ
冒
一
昌
巨
ｇ
日
日
四
己
四
三
国
ｇ
蘆
匿
こ
の
息

（
腿
）
（
虹
）

子
と
知
り
合
い
で
、
シ
冒
屏
可
号
ご
ど
目
侭
＄
宮
野
寓
言
巨
富
日
目
且
弓
ロ
母
“
ご
昌
冒
巴
‐
鮭
億
三
の
弟
子
の
一
人
は
私
の
学
友
（
壁
き
ぎ

（
咽
ａ
）

切
目
号
昌
）
で
あ
っ
た
」
と
書
い
て
い
る
。
旨
〕
国
農
冨
は
ア
ラ
ブ
医
学
者
ア
ベ
ン
パ
ヶ
で
、
ル
ク
レ
ー
ル
は
上
の
吋
冒
急
黒
目
①
具
に
あ
た

（
喝
）

る
語
を
巨
昌
再
史
教
師
）
と
訳
し
て
い
る
が
、
そ
の
正
否
は
著
者
に
は
不
明
で
あ
る
。
与
邑
シ
【
一
号
は
天
文
学
者
で
あ
っ
た
。

（
卿
）

ア
ベ
ン
パ
ケ
（
イ
ブ
ン
・
バ
ー
ッ
ジ
ャ
）
ｓ
宮
旨
国
里
禽
三
巨
富
日
日
巴
國
の
ロ
］
昌
冨
［
９
国
且
開
亨
号
呂
呂
堅
‐
弓
＆
門
冨
豆
巴
小
四
国
８
閏
》
シ
扁
己

（
Ⅳ
）
（
鴫
）

観
８
．
シ
ぐ
①
己
顧
⑳
駒
冒
団
且
冨
○
匡
酔
冒
匡
罵
冑
冨
○
富
日
日
＆
胃
ロ
厨
ご
画
．
シ
ぐ
①
９
画
８
）
（
十
一
世
紀
末
’
二
三
八
）
は
、
サ
ラ
ゴ
サ
に
生
ま

れ
、
医
師
、
詩
人
、
哲
学
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。
セ
ビ
リ
ア
、
グ
ラ
ナ
ダ
に
住
み
、
後
に
フ
ェ
ズ
で
宮
廷
の
侍
医
と
な
り
、
同
地
で
死
去
。

（
認
）

マ
イ
モ
ニ
デ
ス
が
、
イ
ブ
ン
・
ズ
フ
ル
か
ら
影
響
を
受
け
た
こ
と
は
確
実
と
思
わ
れ
る
。
イ
ブ
ン
・
ズ
フ
ル
（
ア
ベ
ン
ゾ
ァ
ル
）
（
鈩
冒
三
国
言
豐

（
灯
）

胃
］
固
一
胃
．
シ
冒
昌
閏
尹
国
口
碑
ｇ
堅
‐
冨
巴
房
ｍ
ｇ
Ｐ
冒
二
‐
ど
四
目
言
国
ｇ
シ
９
座
‐
旨
四
三
【
－
号
。
§
胃
】
シ
ｇ
匡
冨
①
３
目
ロ
ェ
ｇ
①
一
三
巴
座
〈
冨
己

（
肥
）

シ
ｇ
ｂ
匿
冨
。
§
言
、
シ
ぐ
①
目
○
胃
）
（
一
○
九
一
’
二
六
三
は
内
科
に
堪
能
で
あ
っ
た
ア
ラ
ブ
医
学
者
で
、
セ
ビ
リ
ァ
で
生
ま
れ
、
コ
ル
ド

バ
の
医
学
校
で
学
び
、
ム
ワ
ッ
ヒ
ド
朝
に
仕
え
、
セ
ビ
リ
ア
で
死
去
し
た
。
著
書
『
治
療
と
食
事
療
法
要
覧
」
（
里
‐
弓
①
国
民
皀
白
○
烏
言
臼
君
里
‐
房

（
ｒ
）
（
蛆
）
（
略
）
（
別
）
（
粉
）
（
別
）

号
貝
一
般
に
ゴ
〕
①
国
昌
①
弓
の
厨
の
耳
、
ど
弓
四
画
『
〈
要
覧
、
詳
解
》
な
ど
と
略
さ
れ
る
。
卑
肖
胃
竺
三
四
冒
匡
巴
旦
目
『
の
臼
ョ
①
邑
厨
四
目
目
里
）
が
有
名

言
ｊ
）

イ
ブ
ン
・
ズ
フ
ル
の
家
は
代
々
医
師
の
家
系
だ
っ
た
が
、
イ
ブ
ン
・
ズ
フ
ル
の
息
子
ア
ブ
・
バ
ク
ル
（
ど
〕
匡
厭
胃
ゞ
と
旨
呼
胃
言
言
四
日
目
＆

（
Ⅳ
）
（
肥
）

屏
己
シ
ｇ
里
‐
冨
煙
罠
ｌ
冒
員
（
）
言
．
シ
ｇ
巨
団
①
胃
冨
○
言
日
日
＆
一
〕
ｇ
と
昌
房
【
（
〕
匡
自
胃
二
号
言
．
）
（
一
二
三
’
二
九
九
）
も
医
師
で
ム
ワ
ッ
ヒ

で
あ
る
。
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ド
朝
に
仕
え
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
と
知
り
合
い
で
あ
っ
た
。
『
喘
息
に
つ
い
て
」
の
中
で
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
は
、
ア
ブ
・
バ
ク
ル
か
ら
あ
る
患
者
の

（
Ｑ
〉
ａ
）

治
療
に
つ
い
て
ア
ベ
ン
ゾ
ァ
ル
の
意
見
を
教
え
ら
れ
た
と
書
い
て
い
る
。
ア
ブ
・
パ
ク
ル
は
セ
ビ
リ
ア
に
住
ん
で
い
た
が
、
カ
リ
フ
の
侍
医

（
Ⅳ
）
（
虹
）

と
し
て
モ
ロ
ッ
コ
に
移
り
、
マ
ラ
ヶ
シ
ュ
で
死
去
し
た
。

イ
ブ
ン
・
ズ
フ
ル
か
ら
影
響
を
受
け
た
も
う
一
つ
の
証
拠
は
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
著
言
『
モ
ー
ゼ
ス
・
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
医
学
蔵
言
集
』

に
引
用
さ
れ
た
イ
ブ
ン
・
ズ
フ
ル
の
蔵
言
が
、
他
の
ア
ラ
ブ
医
学
者
に
比
べ
て
特
別
に
多
い
こ
と
で
あ
る
。
他
の
医
学
者
が
せ
い
ぜ
い
数
句

（
８
）

な
の
に
、
イ
ブ
ン
・
ズ
フ
ル
は
多
数
引
用
さ
れ
て
い
る
。

（
他
）
（
Ⅳ
）

イ
ブ
ン
・
ト
ゥ
フ
ァ
イ
ル
（
冒
弓
弓
昌
昌
ゞ
シ
冒
屏
胃
毎
コ
の
一
‐
弓
旦
昌
〕
Ｐ
ｇ
匡
屏
訂
冨
○
菌
日
日
＆
肩
口
シ
９
座
冨
巴
農
胃
ご
弓
言
訂
↓
一
座
【

（
鵬
）

屑
己
（
十
二
世
紀
初
め
’
二
八
五
）
は
、
ア
ベ
ン
パ
ケ
に
師
事
、
コ
ル
ド
バ
で
医
業
に
従
事
、
後
に
ム
ワ
ッ
ヒ
ド
朝
の
侍
医
で
高
官
と
な
っ

た
。
新
プ
ラ
ト
ン
派
の
哲
学
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。
著
書
の
哲
学
的
小
説
『
用
心
深
い
も
の
の
子
、
生
存
者
」
は
、
「
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー

（
網
）

ソ
ー
』
の
原
典
と
い
う
説
が
あ
る
。
マ
ラ
ケ
シ
ュ
で
死
去
。

（
蛇
）
（
Ⅳ
）

ア
ベ
ロ
エ
ス
（
イ
ブ
ン
・
ル
シ
ュ
ド
）
（
安
く
①
３
①
の
ゞ
旨
曰
詞
巨
の
目
）
シ
冒
一
‐
弓
①
臣
冨
巨
冨
日
日
＆
団
の
ご
鈩
言
ご
巴
冒
〕
詞
○
ｍ
の
巨
里
巨
昌
蚕
、
Ｐ
ｇ
巳

（
略
）

○
目
巨
冒
○
菌
ヨ
ョ
日
用
ロ
ン
ゴ
ョ
巴
冨
ご
巨
○
冨
日
目
＆
厚
口
罰
○
の
臣
）
（
二
二
六
’
二
九
八
）
は
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
と
同
じ
く
コ
ル
ド
バ
に

生
ま
れ
た
が
、
イ
ブ
ン
・
ト
ゥ
フ
ァ
イ
ル
の
後
任
と
し
て
ム
ワ
ッ
ヒ
ド
朝
の
侍
医
と
な
り
、
モ
ロ
ッ
コ
の
マ
ラ
ケ
シ
ュ
に
移
っ
た
。
ア
リ
ス

ト
テ
レ
ス
哲
学
に
つ
い
て
の
ア
ベ
ロ
エ
ス
の
著
書
は
高
く
評
価
さ
れ
た
が
、
こ
の
業
績
は
、
侍
医
と
し
て
マ
ラ
ケ
シ
ュ
滞
在
中
、
ム
ワ
ッ
ヒ

ド
朝
の
カ
リ
フ
の
示
唆
で
生
ま
れ
た
も
の
と
い
う
。
ア
ベ
ロ
エ
ス
は
、
そ
の
後
ス
ペ
イ
ン
で
ム
ワ
ッ
ヒ
ド
朝
の
法
官
と
な
っ
た
が
、
異
端
を

（
Ⅳ
）
（
略
）
（
粥
）
（
蝿
）

疑
わ
れ
投
獄
さ
れ
、
釈
放
後
モ
ロ
ッ
コ
に
も
ど
り
、
マ
ラ
ケ
シ
ュ
で
余
生
を
送
っ
た
。
マ
ラ
ケ
シ
ュ
で
死
去
し
た
が
、
墓
は
コ
ル
ド
バ
に
あ
る
。

（
蛇
）
（
利
）
（
帥
）
（
別
）
（
魂
）

ア
ベ
ロ
エ
ス
の
著
書
「
医
学
概
説
』
芭
穴
昌
匡
胃
壁
‐
貝
ｇ
〕
①
］
園
冒
す
巴
【
巳
ご
翼
巴
‐
園
ｇ
》
巨
房
Ｈ
匡
邑
弓
①
厨
四
房
号
日
＆
冒
目
》
９
一
月
里
・
し

（
艶
）

ば
し
ば
巴
尿
昌
辱
呉
《
概
説
》
と
略
さ
れ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
用
い
ら
れ
た
略
称
９
］
信
倶
は
、
里
〆
昌
身
禺
の
ラ
テ
ン
語
訳
で
あ
ろ
う
）
は
、
ア
ラ

ブ
医
学
の
重
要
文
献
と
し
て
そ
の
輝
き
を
と
ど
め
て
い
る
。
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一
エ
ハ
○
岸

戸
１
１
』

ヘ
Ｒ
Ｕ
－

を
か
ま
え
た
。

え
ら
れ
た
」

フ
ェ
ズ
は
、
モ
ロ
ッ
コ
に
初
め
て
王
朝
を
建
て
た
イ
ド
リ
ス
朝
（
七
八
八
’
九
七
四
）
が
最
初
の
都
ム
ー
レ
イ
・
イ
ド
リ
ス
に
続
い
て
都
と

し
、
後
に
マ
リ
ン
朝
（
一
二
六
九
’
一
四
六
五
）
も
都
と
し
た
町
で
、
モ
ロ
ッ
コ
の
文
化
的
中
心
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
あ
る
文
献
は
、

フ
ェ
ズ
を
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
凋
落
後
の
北
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
文
化
の
中
心
と
し
た
。
ア
ル
モ
ハ
ド
族
に
コ
ル
ド
バ
を
追
わ
れ
た
マ
ィ
モ

（
幻
）

ニ
デ
ス
一
家
が
、
な
ぜ
ア
ル
モ
ハ
ド
族
支
配
下
の
モ
ロ
ッ
コ
に
住
ん
だ
の
か
、
明
ら
か
で
な
い
。

マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
フ
ェ
ズ
で
の
生
活
に
つ
い
て
、
細
か
な
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。
フ
ェ
ズ
に
は
、
こ
の
地
方
が
ロ
ー
マ
帝
国
の
支
配
下
に

あ
っ
た
と
き
か
ら
ユ
ダ
ヤ
人
が
住
ん
で
い
た
。
今
の
フ
ェ
ズ
に
、
旧
市
街
フ
ェ
ズ
・
ジ
ャ
デ
ィ
ド
地
区
の
南
部
に
旧
ユ
ダ
ヤ
人
街
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
十
五
世
紀
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
の
ユ
ダ
ヤ
人
居
住
区
は
、
市
街
の
北
部
、
旧
市
街
フ
ェ
ズ
・
エ
ル
・
パ
リ
地
区

（
粥
）

の
北
寄
り
で
パ
ブ
・
ギ
ッ
サ
門
の
近
く
、
か
っ
て
ヤ
フ
デ
ィ
と
呼
ば
れ
た
地
域
に
あ
っ
た
ら
し
く
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
が
住
ん
だ
の
も
こ
の
あ

た
り
で
な
か
っ
た
か
と
想
像
さ
れ
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
建
国
後
、
フ
ェ
ズ
の
ユ
ダ
ヤ
人
は
、
ほ
と
ん
ど
が
弾
圧
を
避
け
て
イ
ス
ラ
エ
ル
に
移
住

マ
イ
モ
ニ
デ
ス
一
家
は
五
年
間
フ
ェ
ズ
に
住
ん
だ
が
、
ふ
た
た
び
モ
ロ
ッ
コ
を
は
な
れ
た
。
一
説
に
よ
れ
ば
、

（
粥
）
（
別
）
（
郷
）

盲
目
ご
冒
淫
○
の
冨
国
○
吋
ｇ
の
閏
］
が
宗
教
的
理
由
で
処
刑
さ
れ
た
こ
と
が
直
接
の
動
機
と
な
っ
た
と
い
う
。

耐
し
先
拾

具
体
的
な
名
前
で
は
な
い
が
、

（
９
ｂ
）

ら
れ
た
」
と
書
い
て
い
る
。

三
・
モ
ロ
ッ
コ
の
マ
ノ
イ
モ
ニ
デ
ス

（
帥
）

一
六
○
年
ご
ろ
、

（
銘
）
（
別
）

す
な
わ
ち
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
が
二
十
五
才
の
と
き
、
一
家
は
モ
ロ
ッ
コ
の
フ
ェ
ズ
（
フ
ェ
ス
あ
る
い
は
フ
ァ
ー
ス
）
に
居

『
喘
息
に
つ
い
て
」
の
中
で
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
は
、
「
こ
れ
ら
の
処
方
を
西
の
（
モ
ロ
ッ
コ
の
）
大
家
た
ち
か
ら
教

マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
恩
師
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マ
ィ
モ
ニ
デ
ス
一
家
が
訪
れ
る
約
七
十
年
前
の
一
○
九
九
年
、
第
一
次
十
字
軍
が
エ
ル
サ
レ
ム
を
占
領
し
、
そ
の
際
「
踵
が
血
に
ひ
た
る
」

（
卵
）

ほ
ど
の
残
虐
な
殺
裁
が
行
わ
れ
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
だ
け
で
な
く
ユ
ダ
ヤ
人
も
犠
牲
と
な
っ
た
。

一
家
が
エ
ル
サ
レ
ム
を
訪
れ
た
と
き
、
そ
の
中
心
、
聖
墳
墓
教
会
の
南
で
現
在
ム
リ
ス
タ
ン
（
ク
ル
ド
・
ペ
ル
シ
ャ
語
で
病
院
の
意
味
）
と
呼

（
駒
）
（
兇
）

ば
れ
る
地
域
に
、
聖
ョ
ハ
ネ
騎
士
団
が
設
立
し
た
完
備
し
た
病
院
が
あ
っ
た
。

（
鋤
）

塩
野
七
生
氏
は
、
ロ
ー
ド
ス
島
に
聖
ヨ
ハ
ネ
騎
士
団
が
建
て
た
病
院
の
医
師
は
、
ほ
と
ん
ど
が
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
が
、
エ

ル
サ
レ
ム
の
病
院
で
ユ
ダ
ヤ
人
医
師
が
ど
の
よ
う
な
立
場
に
あ
っ
た
の
か
明
ら
か
で
な
い
。
エ
ル
サ
レ
ム
を
訪
れ
た
当
時
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス

の
医
師
と
し
て
の
生
活
は
始
ま
っ
て
お
ら
ず
、
病
院
に
関
心
を
も
た
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
聖

地
奪
還
の
感
激
に
燃
え
る
エ
ル
サ
レ
ム
の
空
気
は
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
に
と
っ
て
愉
快
な
も
の
で
な
か
っ
た
ろ
う
。

一
家
は
、
ヘ
ブ
ロ
ン
な
ど
ユ
ダ
ヤ
の
旧
跡
も
訪
れ
た
が
、
結
局
パ
レ
ス
チ
ナ
を
は
な
れ
、
エ
ジ
プ
ト
に
向
か
っ
た
。

た
と
も
い
う
。

上
の
よ
う
に
モ
ロ
ッ
コ
か
ら
パ
レ
ス
チ
ナ
に
向
か
っ
た
一
家
は
、
ア
ッ
コ
に
上
陸
し
て
滞
在
し
、
そ
の
後
エ
ル
サ
レ
ム
を
訪
れ
た
。
一
家

は
祖
先
の
地
パ
レ
ス
チ
ナ
に
永
住
す
る
希
望
を
持
っ
て
い
た
が
、
十
字
軍
占
領
下
の
エ
ル
サ
レ
ム
を
見
て
失
望
し
、
パ
レ
ス
チ
ナ
を
は
な
れ

、
■
、
Ｊ
〆

（
罰
）

れ
た
。
（
注
２
）

マ
ィ
モ
ニ
デ
ス
自
身
の
手
記
に
よ
れ
ば
、
ユ
ダ
ヤ
暦
四
九
二
五
年
（
西
暦
一
ヱ
ハ
五
年
）
イ
ャ
ル
月
四
日
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
一
家
は
乗
船
し

て
パ
レ
ス
チ
ナ
に
向
か
っ
た
。
シ
バ
ン
月
三
日
、
無
事
ア
ッ
コ
に
到
着
。
四
九
二
六
年
の
マ
ル
ヘ
シ
ュ
バ
ン
月
四
日
に
ア
ッ
コ
を
離
れ
て
エ

ル
サ
レ
ム
に
向
か
い
、
困
難
な
旅
の
後
エ
ル
サ
レ
ム
に
到
着
し
た
。
同
月
九
日
エ
ル
サ
レ
ム
を
出
発
、
ヘ
ブ
ロ
ン
の
マ
ク
ペ
ラ
の
洞
窟
を
訪

四
■

パ
レ
ス
チ
ナ
の
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
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マ
イ
モ
ニ
デ
ス
一
家
が
エ
ジ
プ
ト
に
移
住
し
た
と
き
、
エ
ジ
プ
ト
を
支
配
し
て
い
た
の
は
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
朝
（
九
○
九
’
二
七
一
）
で
あ

っ
た
が
、
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
朝
は
九
六
九
年
に
エ
ジ
プ
ト
を
征
服
す
る
と
、
フ
ス
タ
ー
ト
の
北
に
ア
ル
・
カ
ー
ヒ
ラ
（
勝
利
者
）
を
建
設
し
、
こ

（
鋤
）

れ
を
都
と
し
た
。
カ
イ
ロ
と
い
う
都
市
名
は
、
カ
ー
ヒ
ラ
の
な
ま
り
で
あ
る
。
佐
藤
次
高
に
よ
る
と
、
カ
ー
ヒ
ラ
は
政
治
の
中
心
と
し
て
機

能
し
た
が
、
経
済
的
な
実
権
は
な
お
フ
ス
タ
ー
ト
の
商
人
た
ち
に
あ
っ
た
。
ま
た
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
朝
は
異
教
徒
に
寛
大
で
あ
り
、
ユ
ダ
ヤ
人

（
田
）

も
政
治
・
経
済
に
活
躍
し
た
と
い
う
。
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
一
家
が
エ
ジ
プ
ト
を
め
ざ
し
フ
ス
タ
ー
ト
に
住
ん
だ
の
は
、
こ
の
よ
う
な
事
情
に
ょ

一
家
は
二
六
六
年
（
ほ
と
ん
ど
の
文
献
が
二
六
五
年
と
し
て
い
る
が
、
前
記
の
手
記
か
ら
ユ
ダ
ヤ
暦
四
九
二
六
年
、
西
暦
二
六
六
年
以
降
で

（
昭
）
（
剖
）
（
帥
）

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
に
エ
ジ
プ
ト
に
着
き
、
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
を
経
て
、
フ
ス
タ
ー
ト
弓
（
）
ｍ
目
○
『
国
の
目
）
に
定
住
し
た
。
フ
ス
タ
ー

ト
は
、
六
四
○
年
に
ア
ラ
ブ
人
が
エ
ジ
プ
ト
に
進
攻
し
た
時
に
建
設
さ
れ
た
軍
営
都
市
で
、
翌
年
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
エ
ジ
プ
ト
支
配
が
確
立

（
卿
）

す
る
と
首
都
と
さ
れ
た
。

マ
イ
モ
ニ
デ
ス
が
移
り
住
ん
で
ま
も
な
い
二
六
八
年
十
一
月
十
三
日
、
フ
ス
タ
ー
ト
は
十
字
軍
の
進
攻
を
く
い
と
め
る
た
め
火
を
か
け

（
田
）

ら
れ
、
焼
失
し
た
。
そ
の
後
、
一
部
は
再
建
さ
れ
た
が
、
ふ
た
た
び
往
時
の
繁
栄
を
と
り
も
ど
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
フ
ス
タ
ー
ト
は
今
、

カ
イ
ロ
の
南
、
オ
ー
ル
ド
・
カ
イ
ロ
と
呼
ば
れ
る
地
域
に
廃
嘘
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

エ
ジ
プ
ト
に
は
早
く
か
ら
ユ
ダ
ヤ
人
の
コ
ン
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
－
が
あ
っ
た
が
、
と
く
に
こ
の
こ
ろ
、
カ
イ
ロ
は
重
要
な
ユ
ダ
ヤ
人
居
住
地
と

な
り
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
中
心
地
と
も
な
っ
た
。
二
六
七
年
に
カ
イ
ロ
を
訪
れ
た
旅
行
家
ト
ゥ
デ
ラ
の
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
田
①
且
回
目
旨
昌
目
目
①
盲
）

（
型
）

に
よ
れ
ば
、
七
千
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
い
た
。
マ
イ
モ
’
一
デ
ス
一
家
が
エ
ジ
プ
ト
ヘ
移
住
し
た
理
由
の
一
つ
に
、
カ
イ
ロ
の
ユ
ダ
ヤ
人
コ
ン
ミ

（
制
）

ユ
ニ
テ
ィ
ー
が
抱
え
る
ユ
ダ
ヤ
教
の
教
義
上
の
問
題
が
あ
っ
た
と
の
説
が
あ
る
。

も
政
治
・
経
済
に
起

る
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
旬
〆
】
）
（
、
／
］
、

、
夕
、
『
Ｉ
上
）

五
・
エ
ジ
プ
ト
の
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
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（
２
頁
訓
）

マ
ィ
モ
ニ
デ
ス
一
家
は
、
エ
ジ
プ
ト
で
宝
石
商
を
営
ん
だ
。
し
か
し
エ
ジ
プ
ト
に
来
た
翌
年
父
が
死
去
し
、
ま
た
貿
易
に
従
事
し
一
家
の

（
”
）
（
粥
）
（
１
）
（
２
）
（
皿
）
（
調
）

経
済
的
中
心
で
あ
っ
た
弟
（
兄
？
）
ダ
ビ
デ
が
イ
ン
ド
洋
で
海
難
事
故
に
あ
い
、
命
と
家
産
を
失
っ
た
。
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
は
、
自
分
の
研
究
に
專

（
１
）
（
妬
）
（
野
）

念
す
る
と
共
に
、
ユ
ダ
ヤ
人
・
コ
ン
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
教
育
に
あ
た
っ
て
い
た
が
、
弟
の
未
亡
人
と
子
供
を
養
育
す
る
責
任
を
負
い
、
生
計
を

（
１
）
（
２
）
（
劃
）
（
諏
）

立
て
る
た
め
医
師
を
開
業
し
た
。
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
は
、
や
が
て
こ
の
地
方
の
ユ
ダ
ヤ
人
コ
ン
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｉ
の
指
導
的
地
位
（
ナ
ギ
ッ
ド
あ
る

（
１
）
（
７
）
（
班
）
（
妬
）

い
は
ガ
ォ
ン
お
よ
び
主
席
ラ
ビ
）
に
就
任
し
た
。
ナ
ギ
ッ
ド
や
ガ
オ
ン
の
意
味
は
後
述
す
る
。
ま
た
フ
リ
ー
デ
ン
ウ
オ
ー
ド
は
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス

（
劃
）

は
主
席
ラ
ビ
に
な
る
こ
と
を
辞
退
し
た
と
の
べ
て
い
る
。

マ
イ
モ
’
一
デ
ス
の
重
要
な
著
作
は
、
こ
の
カ
イ
ロ
の
生
活
の
中
で
生
ま
れ
た
。

ク
ル
ド
族
出
身
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
名
将
サ
ラ
デ
ィ
ン
（
サ
ラ
ー
フ
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
）
（
二
三
七
～
八
’
二
九
三
）
は
、
二
六
九
年
に

エ
ジ
プ
ト
の
主
権
者
と
な
っ
た
。
名
目
は
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
朝
の
宰
相
と
し
て
だ
が
、
史
家
は
こ
れ
を
ア
イ
ュ
ー
ブ
朝
（
二
七
一
’
二
一
五
三

（
例
）

の
創
立
と
す
る
。
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
は
名
医
と
し
て
評
判
が
高
く
、
ア
イ
ュ
ー
ブ
朝
の
宮
廷
に
招
か
れ
て
侍
医
と
な
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
の
文
献

（
錨
）

が
、
マ
ィ
モ
ニ
デ
ス
が
サ
ラ
デ
ィ
ン
の
侍
医
と
な
っ
た
と
書
い
て
い
る
が
、
佐
藤
次
高
は
「
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
が
サ
ラ
デ
ィ
ン
の
侍
医
で
あ
つ

（
田
）

た
と
い
う
の
は
伝
説
で
あ
り
、
実
際
は
サ
ラ
デ
ィ
ン
の
子
の
侍
医
で
あ
っ
た
」
と
し
て
い
る
。
た
し
か
に
サ
ラ
デ
ィ
ン
は
カ
イ
ロ
を
は
な
れ

て
各
地
に
転
戦
す
る
こ
と
が
多
く
、
と
く
に
二
八
二
年
シ
リ
ア
に
向
か
っ
た
後
は
カ
イ
ロ
に
帰
ら
ず
、
二
九
三
年
に
死
去
し
た
の
も
シ

（
１
）
（
６
）
（
別
）

リ
ァ
の
ダ
マ
ス
ク
ス
で
あ
っ
た
。
病
弱
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
が
、
常
に
そ
の
側
に
い
た
と
は
考
え
が
た
い
。

し
か
し
後
述
の
リ
チ
ャ
ー
ド
一
世
が
招
い
た
と
き
す
で
に
侍
医
の
地
位
に
い
た
な
ら
、
サ
ラ
デ
ィ
ン
の
在
世
中
で
あ
り
、
転
戦
し
て
カ
イ

ロ
に
帰
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
カ
イ
ロ
宮
廷
の
主
権
者
は
サ
ラ
デ
ィ
ン
で
あ
っ
た
。
ま
た
後
述
の
書
簡
に
見
る
職
務
内
容
は
ス
ル
タ
ン
に
限

一
方
、
十
世
紀
か
ら
十
一
世
紀
末
に
か
け
、
バ
グ
ダ
ッ
ド
に
起
こ
っ
た
政
治
的
混
乱
か
ら
、
多
く
の
知
識
人
が
イ
ラ
ク
か
ら
シ
リ
ア
の
ダ

マ
ス
ク
ス
や
エ
ジ
プ
ト
の
カ
イ
ロ
に
移
住
し
、
イ
ス
ラ
ム
文
化
が
カ
イ
ロ
へ
移
植
さ
れ
、
カ
イ
ロ
が
イ
ス
ラ
ム
文
化
の
中
心
の
一
つ
と
な

（
“
）

っ
た
。
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フ
リ
ー
デ
ン
ウ
オ
ー
ド
は
、
宮
廷
に
お
け
る
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
職
務
を
記
載
す
る
の
に
、
後
に
の
べ
る
ぐ
冒
自
の
９
号
呂
湧
目
四
国
で
あ

（
皿
）

り
、
サ
ラ
デ
イ
ン
の
冒
涜
目
印
ロ
９
号
の
８
貝
庁
で
あ
っ
た
と
区
別
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
ド
イ
ツ
語
の
斥
弓
閏
呉
お
よ
び
国
○
駐
周
目
に
対

応
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
君
主
・
貴
人
に
直
属
す
る
個
人
的
侍
医
と
、
組
織
の
一
員
と
し
て
侍
医
団
に
所
属
す
る
も
の
と
の
区
別
で
な
い

か
と
思
わ
れ
る
が
、
９
号
に
は
組
織
体
と
い
う
意
味
も
あ
り
、
正
確
な
意
味
は
著
者
に
は
不
明
で
あ
る
。

（
１
）
（
恥
）

多
く
の
文
献
は
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
は
、
最
初
二
一
八
五
年
ご
ろ
）
、
劃
国
房
禺
（
宰
相
）
の
カ
ー
デ
ィ
ー
・
ア
ル
フ
ァ
ー
デ
ィ
ル
負
冨
Ｑ
旨
弓
且
乏
室

（
訓
）
（
ｒ
）
（
肥
）

○
『
シ
ウ
・
胃
詞
四
ご
言
ご
己
シ
壷
四
一
ｍ
ｇ
３
己
・
ｏ
ｍ
ｐ
ｇ
シ
言
一
吟
壺
Ｐ
ゴ
ロ
①
一
‐
詞
卸
三
ョ
①
一
‐
国
里
の
四
昌
○
旦
里
６
画
Ｑ
三
里
蜀
四
巳
ご
〕
国
甸
四
ユ
三
ｍ
ｇ
の
出
二
ｓ
（
一

一
三
五
’
一
二
○
○
）
の
侍
医
と
な
り
、
そ
の
後
サ
ラ
デ
ィ
ン
の
宮
廷
に
招
か
れ
た
と
し
て
い
る
。
カ
ー
デ
ィ
ー
は
（
最
高
）
裁
判
官
と
い
う
称

号
で
あ
り
、
ア
ル
フ
ァ
ー
デ
ィ
ル
は
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
朝
か
ら
引
き
続
き
サ
ラ
デ
ィ
ン
に
も
仕
え
た
行
政
官
で
、
サ
ラ
デ
ィ
ン
第
一
の
側
近
で

（
帥
）
（
剛
）

あ
っ
た
。
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
が
再
改
宗
者
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
と
こ
ろ
を
助
け
た
の
も
、
ア
ル
フ
ァ
ー
デ
ィ
ル
で
あ
る
。
サ
ラ
デ
ィ
ン
の
転
戦

（
田
）

中
も
、
ア
ル
フ
ァ
ー
デ
ィ
ル
は
エ
ジ
プ
ト
の
行
政
を
預
か
っ
て
カ
イ
ロ
に
い
た
の
で
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
と
親
し
か
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
は

（
岨
）

な
い
。
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
著
作
「
毒
物
と
解
毒
剤
」
（
弓
の
目
の
の
○
冒
勺
ｇ
の
。
ロ
の
四
目
弓
宜
目
苫
〕
且
○
肘
の
）
（
二
九
八
年
）
は
、
ア
ル
フ
ァ
ー
デ

イ
ル
の
求
め
に
応
じ
て
書
か
れ
た
。
な
お
サ
ラ
デ
ィ
ン
の
カ
イ
ロ
不
在
中
、
エ
ジ
プ
ト
副
王
と
し
て
権
力
を
掌
握
し
て
い
た
の
が
、
サ
ラ
デ

（
帥
）

イ
ン
の
弟
ア
ル
ア
ー
デ
ィ
ル
（
の
弓
鈩
目
）
（
サ
フ
ァ
デ
イ
ン
）
で
あ
っ
た
と
い
う
。

マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
医
学
的
業
績
「
健
康
の
保
ち
方
」
弓
胃
需
四
日
①
己
旦
国
①
画
匡
）
（
二
九
八
年
）
と
『
発
作
の
原
因
に
つ
い
て
」
弓
胃
（
Ⅱ
）

目
め
８
胃
の
①
目
牙
①
両
恩
一
四
一
〕
豐
○
ご
ａ
国
尉
９
９
月
①
目
言
い
吾
①
○
四
巨
砂
①
の
ｇ
国
威
別
名
旨
＆
－
８
－
皆
］
め
乏
の
厨
〈
爵
ｇ
ｏ
ご
闇
》
）
（
一
二
○
四
年
）

は
、
う
っ
状
態
と
心
身
症
の
傾
向
を
持
っ
て
い
た
サ
ラ
デ
ィ
ン
の
長
子
ア
ル
ァ
フ
ダ
ル
お
昌
国
ご
里
‐
言
四
三
肉
巴
‐
蘆
昌
一
》
と
蘆
ｇ
－
ｚ
昌
且

（
お
）
（
鋤
）
（
肥
）

自
己
シ
戸
冨
巴
禺
の
一
屋
昏
巴
）
の
た
め
に
、
「
交
接
に
つ
い
て
」
弓
局
①
目
の
①
○
二
品
①
×
匡
四
冒
具
閏
８
目
印
①
）
は
、
蕩
児
で
あ
っ
た
サ
ラ
デ
ィ
ン
の

（
別
）
（
郡
）

ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
フ
リ
ー
デ
ン
ウ
オ
ー
ド
や
他
の
著
者
が
い
う
よ
う
に
、
サ
ラ
デ
ィ
ン
の
宮
廷
の
医
師
と
す
る
の
が
正
し
い
と
思
わ
れ

る
○
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（
腿
）
（
９
）

甥
（
曾
冒
ご
画
］
冨
匡
圃
旦
註
昌
言
ｚ
昌
鈩
宇
目
ロ
）
の
た
め
に
、
『
喘
息
に
つ
い
て
」
弓
尉
昌
印
①
Ｃ
邑
シ
ｍ
号
三
四
）
（
二
九
○
年
ご
ろ
）
は
や
は
り

サ
ラ
デ
ィ
ン
の
甥
と
思
わ
れ
る
一
貴
人
の
た
め
に
に
書
か
れ
た
。

（
１
）

し
ば
し
ば
マ
ィ
モ
ニ
デ
ス
は
、
サ
ラ
デ
ィ
ン
の
長
男
ア
ル
ア
フ
ダ
ル
の
侍
医
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
二
九
三
年
の
サ
ラ
デ
イ
ン

の
死
後
、
息
子
や
甥
に
支
配
領
域
が
分
配
さ
れ
、
そ
の
際
ア
ル
ア
フ
ダ
ル
は
シ
リ
ア
の
ダ
マ
ス
ク
ス
を
中
心
と
す
る
領
域
を
、
サ
ラ
デ
イ
ン

（
〃
）
（
側
）

の
息
子
ア
ジ
ー
ズ
（
①
］
‐
昌
幽
房
①
一
‐
ど
豆
は
エ
ジ
プ
ト
を
与
え
ら
れ
た
。
宰
相
ア
ル
フ
ァ
ー
デ
イ
ル
も
ア
ジ
ー
ズ
の
下
に
と
ど
ま
っ
た
。
エ
ジ

プ
ト
に
い
た
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
が
、
ア
ル
ア
フ
ダ
ル
に
仕
え
た
と
は
考
え
に
く
い
。
多
く
の
文
献
は
、
先
の
著
述
二
編
が
ア
ル
ア
フ
ダ
ル
の
た

め
に
書
か
れ
た
こ
と
か
ら
、
侍
医
と
な
っ
た
の
も
ア
ル
ア
フ
ダ
ル
と
し
て
い
る
が
、
ピ
ュ
ス
テ
ン
フ
ェ
ル
ト
は
、
著
述
は
ア
ル
ア
フ
ダ
ル
の

（
ｒ
）

た
め
に
書
か
れ
た
が
、
ア
ジ
ー
ズ
の
侍
医
と
な
っ
た
と
し
て
お
り
、
こ
れ
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。
ヒ
ッ
テ
ィ
も
、
ア
ジ
ー
ズ
の
侍
医
と
し

（
伯
）

て
い
る
。
著
者
は
『
健
康
の
保
ち
方
」
は
入
手
で
き
な
か
っ
た
が
、
『
発
作
の
原
因
に
つ
い
て
』
を
見
る
と
、
ス
ル
タ
ン
が
他
の
医
師
か
ら
す

す
め
ら
れ
た
治
療
や
養
生
法
を
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
が
論
評
す
る
と
い
う
内
容
で
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
が
直
接
診
療
し
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
そ
の
点
か
ら
も
、
ピ
ュ
ス
テ
ン
フ
ェ
ル
ト
の
見
解
を
支
持
し
た
い
・

一
方
、
「
ア
ス
ヵ
ロ
ン
に
い
た
フ
ラ
ン
ク
人
の
王
」
も
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
を
侍
医
と
し
て
招
い
た
が
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
が
こ
と
わ
っ
た
と
い

（
２
）
（
皿
）

わ
れ
る
。
こ
の
「
ア
ス
ヵ
ロ
ン
に
い
た
フ
ラ
ン
ク
人
の
王
」
は
、
す
べ
て
の
文
献
が
英
国
王
リ
チ
ャ
ー
ド
一
世
（
獅
子
心
至
（
国
の
冨
己
胃
扁

（
恥
）

目
自
国
の
閏
芹
且
）
園
眉
旦
国
喧
四
且
）
と
し
て
い
る
。
リ
チ
ャ
ー
ド
獅
子
心
王
は
、
第
三
次
十
字
軍
に
参
加
し
て
二
九
一
年
六
月
パ
レ
ス
チ

ナ
に
到
着
、
ア
ッ
ヵ
ー
（
ア
ッ
コ
ン
、
ア
ッ
コ
）
包
囲
戦
、
ア
ス
カ
ロ
ン
防
衛
戦
に
参
加
し
て
サ
｜
フ
デ
ィ
ン
と
戦
っ
た
が
、
二
九
二
年
九
月
、

（
軌
）

ア
ス
ヵ
ロ
ン
防
衛
戦
中
に
サ
ラ
デ
ィ
ン
と
の
間
に
平
和
条
約
を
結
び
、
二
九
二
年
十
月
に
エ
ジ
プ
ト
を
は
な
れ
て
故
国
に
帰
っ
た
。
も
し

マ
ィ
モ
ニ
デ
ス
の
招
聰
が
実
際
に
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
、
平
和
条
約
の
成
立
か
ら
帰
国
ま
で
の
期
間
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ガ
ー
シ

（
恥
）

エ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
こ
の
件
の
仲
介
者
を
サ
ラ
デ
ィ
ン
の
弟
ア
ル
ア
ー
デ
ィ
ル
で
な
い
か
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
フ
ラ
ン
ク
人
は
、

異
邦
人
・
異
教
徒
か
ら
見
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
・
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
人
の
こ
と
で
、
北
ア
フ
リ
カ
、
近
東
で
は
、
十
字
軍
の
兵
士
は
出
身
が
ど
こ
で

(40) 40



（
齢
）

あ
ろ
う
と
フ
ラ
ン
ク
人
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

こ
の
こ
ろ
の
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
生
活
を
示
す
、
弟
子
で
あ
り
業
績
の
ヘ
ブ
ラ
イ
語
訳
者
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
の
ラ
ビ
、
イ
ブ
ン
・
テ
ィ
ボ

ン
昂
号
百
ｍ
ｍ
己
屋
①
二
〕
の
旦
且
号
ご
己
弓
ぎ
す
○
口
。
【
冒
口
の
］
）
（
二
六
○
’
一
二
三
○
）
に
あ
て
た
有
名
な
書
簡
（
以
下
「
フ
ス
タ
ー
ト
の
生
活
に
っ

（
１
）
（
配
）

い
て
の
イ
ブ
ン
・
テ
イ
ポ
ン
宛
聿
日
簡
」
）
が
あ
る
（
注
４
）
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
は
毎
日
フ
ス
タ
ー
ト
か
ら
ス
ル
タ
ン
の
城
（
サ
ラ
デ

イ
ン
は
ア
ル
・
カ
ー
ヒ
ラ
に
城
壁
と
城
塞
を
建
設
し
た
が
、
生
前
に
完
成
し
な
か
っ
た
。
城
塞
は
、
カ
イ
ロ
に
シ
タ
デ
ル
と
し
て
残
る
）
へ
二
キ
ロ
ほ
ど

の
道
を
か
よ
い
、
宮
廷
に
病
人
が
い
る
と
な
か
な
か
帰
る
こ
と
が
で
き
ず
、
や
っ
と
帰
宅
す
る
と
た
く
さ
ん
の
患
者
が
待
っ
て
い
て
、
休
む

ひ
ま
も
な
く
空
腹
の
ま
ま
で
診
療
に
あ
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
多
く
の
研
究
者
は
こ
の
聿
自
簡
を
文
面
通
り
に
受
け
取
っ
て
い
る
が
、

（
１
）
（
３
）
（
坊
）

こ
の
手
紙
は
イ
ブ
ン
・
テ
イ
ボ
ン
が
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
下
に
来
て
弟
子
に
な
り
た
い
と
い
う
願
い
を
断
る
た
め
の
も
の
で
、
内
容
に
誇
張
も
あ

ろ
う
。
し
か
し
コ
ン
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
－
・
宗
教
の
指
導
者
と
宮
廷
侍
医
・
開
業
医
を
兼
ね
た
生
活
が
、
多
忙
を
極
め
た
こ
と
は
想
像
で
き
る
。

こ
の
手
紙
が
書
か
れ
た
二
九
九
年
に
は
ア
ジ
ー
ズ
は
死
去
し
、
サ
ラ
デ
ィ
ン
の
弟
ア
ル
ァ
ー
デ
ィ
ル
が
帝
国
を
再
統
一
し
て
権
力
を
握

（
帥
）

っ
て
い
た
。
従
来
の
文
献
は
カ
イ
ロ
の
権
力
者
に
つ
い
て
詳
し
く
検
討
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
手
紙
の
中
の
ス
ル
タ
ン
を
安
易
に
ア
ル
ァ
フ
ダ

ル
と
し
て
い
る
が
、
政
治
史
上
の
変
動
を
経
時
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ガ
ー
シ
ェ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
を
除
い
て
、
マ
ィ
モ

ニ
デ
ス
と
ア
ル
ア
ー
デ
イ
ル
と
の
関
係
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
点
も
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

マ
イ
モ
ニ
デ
ス
は
四
十
年
近
く
を
エ
ジ
プ
ト
で
過
ご
し
た
の
ち
、
ユ
ダ
ヤ
暦
四
九
六
五
年
テ
ヴ
ェ
ッ
ト
月
二
十
日
茜
暦
一
二
○
四
年
十
二

（
１
）
（
２
）
（
別
）
（
妬
）
（
泌
）

月
十
三
ｕ
）
（
注
２
）
に
カ
イ
ロ
で
死
去
し
た
。
た
だ
し
ピ
ュ
ス
テ
ン
フ
ェ
ル
ト
は
、
死
去
の
年
を
イ
ス
ラ
ム
暦
六
○
五
年
（
西
暦
一
二
○
八
年
）
と

（
Ⅳ
）
（
２
）

す
る
。
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
死
は
、
諸
国
の
離
散
ユ
ダ
ヤ
人
の
間
で
広
く
惜
し
ま
れ
、
フ
ス
タ
ー
ト
で
は
人
々
は
二
一
日
間
の
喪
に
服
し
た
。
遺

（
訓
）

言
に
よ
り
遺
体
は
モ
ー
ゼ
の
通
っ
た
道
を
た
ど
っ
て
パ
レ
ス
チ
ナ
に
運
ば
れ
、
ユ
ダ
ヤ
教
聖
地
の
ひ
と
つ
テ
ィ
ベ
リ
ァ
に
葬
ら
れ
た
。
伝
説

に
よ
れ
ば
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
は
遺
言
を
残
さ
な
か
っ
た
が
、
遺
体
を
ラ
ク
ダ
に
載
せ
て
自
由
に
さ
せ
る
と
、
ラ
ク
ダ
は
水
も
食
物
も
求
め
ず

（
６
）

に
一
週
間
歩
き
続
け
、
ガ
リ
ラ
ヤ
湖
畔
の
テ
ィ
ベ
リ
ア
に
達
し
て
は
じ
め
て
脚
を
と
め
た
と
い
う
。
マ
ィ
モ
ニ
デ
ス
の
墓
は
、
前
稿
で
報
告
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宮
、
）

マ
ィ
モ
’
一
デ
ス
の
妻
の
名
前
は
著
者
に
は
未
詳
だ
が
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
妹
ａ
ヨ
ョ
シ
冒
巴
‐
国
３
．
た
だ
し
ロ
ョ
ョ
は
ア
ラ
ビ
ア
語
の
「
母
」

で
、
ご
ヨ
ョ
ン
ｇ
四
一
‐
四
目
は
、
マ
ィ
モ
ニ
デ
ス
の
甥
少
ｇ
四
一
‐
国
烏
の
母
に
あ
た
る
人
と
い
う
意
味
し
か
な
い
）
の
夫
で
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
妻

の
兄
弟
で
も
あ
っ
た
シ
言
‐
三
目
一
国
９
国
一
〕
翼
豐
農
幽
一
国
目
且
］
は
、
イ
ブ
ン
・
ジ
ュ
マ
イ
（
注
５
）
の
あ
と
を
継
い
で
、
サ
ラ
デ
イ
ン
の

（
虹
）
（
５
）
（
剛
）

侍
医
（
ず
○
号
ｐ
ご
鰹
凰
曽
〕
）
に
な
っ
た
。
シ
ｇ
‐
三
四
農
は
、
最
初
サ
ラ
デ
ィ
ン
の
夫
人
の
侍
医
と
な
り
、
後
サ
ラ
デ
イ
ン
自
身
に
仕
え
た
と
い
う
。

四
一
国
目
且
』
は
、
フ
ェ
ズ
の
ヤ
フ
デ
ィ
地
区
の
生
ま
れ
を
意
味
す
る
の
で
な
い
か
と
思
わ
れ
、
フ
ェ
ズ
か
ら
カ
イ
ロ
に
逃
れ
て
き
た
一
人
だ
っ

た
の
か
も
知
れ
な
い
。
シ
ｇ
‐
言
目
一
国
ｇ
四
一
〕
胃
昌
目
の
子
竜
吊
の
匡
国
ｇ
と
乱
筐
巨
〕
は
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
著
書
「
モ
ー
ゼ
ス
・
マ
イ

（
“
）

在
で
も
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
粥
）
（
ｒ
）

マ
ィ
モ
ニ
デ
ス
は
エ
ジ
プ
ト
で
再
婚
し
、
こ
の
結
婚
か
ら
生
ま
れ
た
一
人
息
子
ア
ブ
ラ
ハ
ム
魯
耳
凹
冨
ョ
．
シ
９
－
‐
三
①
己
昌
耳
昌
ヨ
〕
）
は
、

マ
ィ
モ
ニ
デ
ス
が
死
去
し
た
と
き
ま
だ
十
七
歳
で
あ
っ
た
。
ア
ブ
ラ
ハ
ム
は
、
後
に
父
と
同
じ
く
宗
教
家
・
医
師
と
な
っ
た
。
ち
な
み
に
『
痔

（
Ⅲ
）

疾
に
つ
い
て
」
の
ヘ
ブ
ラ
イ
語
手
槁
の
一
つ
に
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
が
付
記
し
て
い
る
。
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
子
孫
は
、
孫
の
シ
冒
普
一
①
旨
四
国

（
Ｆ
）

ロ
“
言
且
国
①
ご
シ
９
－
‐
旨
①
昌
曽
孫
の
シ
盲
殿
〕
丘
お
よ
び
壁
昌
牌
冨
蚕
吋
も
医
師
と
な
っ
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
マ
イ
モ
ニ
デ

（
１
）

ス
の
弟
子
と
し
て
息
子
の
ア
ブ
ラ
ハ
ム
、
イ
ブ
ン
・
ア
ク
ニ
ン
、
イ
ブ
ン
・
ア
ビ
・
ウ
サ
イ
ビ
ア
な
ど
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。

イ
ブ
ン
・
ア
ク
ニ
ン
（
厨
９
－
鶏
⑯
①
冒
す
ｇ
］
且
四
ご
言
と
白
ご
）
（
？
’
一
二
二
六
）
は
カ
イ
ロ
に
住
ん
で
い
た
が
、
ア
レ
ッ
ポ
に
移
り
住
ん

（
１
）
（
１
）

だ
。
サ
ラ
デ
ィ
ン
の
弟
（
息
子
？
）
の
宮
廷
で
侍
医
を
勤
め
た
。
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
と
の
間
に
書
簡
の
交
換
が
あ
り
、
［
冒
匿
ｇ
冒
宛
の
マ
イ

モ
ニ
デ
ス
の
書
簡
は
、
マ
ィ
モ
’
一
デ
ス
の
生
活
と
思
想
を
知
る
史
料
と
し
て
、
イ
ブ
ン
・
テ
ィ
ボ
ン
宛
の
書
簡
と
同
様
に
重
視
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
（
７
）
（
Ⅳ
）

マ
ィ
モ
ニ
デ
ス
の
著
書
「
迷
え
る
人
々
へ
の
導
き
』
は
、
与
国
シ
冒
冒
に
献
呈
さ
れ
た
。

イ
ブ
ン
・
ア
ビ
・
ウ
サ
イ
ピ
ァ
（
与
邑
少
亘
房
四
旨
四
日
シ
冒
扁
巴
冒
）
（
一
二
○
三
’
一
二
七
○
）
は
シ
リ
ア
の
眼
科
医
・
医
学
史
家
で
、

（
別
）

カ
イ
ロ
の
病
院
で
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
同
僚
で
あ
っ
た
。
著
書
『
医
師
の
階
層
に
つ
い
て
の
情
報
の
泉
』
は
、
ア
ラ
ブ
医
学
史
の
古
典
と
し
て
現

し

た3
0
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（
２
）
（
班
）
（
妬
）
（
齢
）

モ
ニ
デ
ス
の
医
学
蔵
言
集
」
最
終
第
二
十
五
章
を
編
集
し
た
。

後
述
の
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
第
十
番
目
の
医
学
的
業
績
の
原
本
を
発
見
し
た
、
エ
ジ
プ
ト
の
眼
科
医
で
医
史
学
者
の
マ
ィ
ャ
ー
ホ
ー
フ

（
師
）

冒
里
①
号
且
》
三
四
己
（
一
八
七
四
’
一
九
四
五
）
は
、
次
の
こ
と
を
記
載
し
て
い
る
。

「
カ
イ
ロ
の
ユ
ダ
ヤ
人
居
住
区
で
奇
妙
な
習
慣
が
あ
る
。
だ
れ
か
が
重
病
に
な
る
と
、
家
族
が
治
療
効
果
を
求
め
て
マ
ィ
モ
ニ
デ
ス
の
シ
ナ

ゴ
ー
グ
に
運
ん
で
い
き
、
主
祈
祷
室
に
何
日
か
寝
か
せ
て
お
く
。
一
九
三
五
年
に
エ
ジ
プ
ト
王
フ
ァ
ド
一
世
が
病
気
に
な
っ
た
時
は
、
ユ
ダ

ヤ
人
は
王
の
着
物
を
何
枚
か
借
り
て
き
て
、
一
週
間
祈
祷
室
に
お
き
、
そ
れ
で
病
気
が
軽
快
し
た
の
は
マ
ィ
モ
ニ
デ
ス
の
お
か
げ
だ
と
主
張

し
た
。
こ
れ
は
、
ギ
リ
シ
ャ
人
が
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
神
殿
に
集
ま
っ
た
よ
う
な
も
の
だ
」

こ
の
習
慣
に
つ
い
て
グ
ッ
ド
ヒ
ル
は
、
「
医
学
の
呪
術
的
要
素
を
き
び
し
く
排
斥
し
た
マ
ィ
モ
ニ
デ
ス
が
こ
の
こ
と
を
知
っ
た
ら
、
き
っ
と

〆
Ｊ
ｆ
ｑ
』

奴
心
つ
た
る
言
つ
」
と
聿
日
い
て
い
る
（

マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
も
っ
と
も
重
要
な
著
作
は
、
『
迷
え
る
人
々
へ
の
導
き
」
ｅ
凹
巨
胃
四
］
‐
厨
ゞ
冒
邑
）
弓
房
２
－
片
ざ
寓
言
①
府
旦
①
×
＆
）
（
一

（
吃
）

一
九
○
年
）
で
あ
る
。
「
迷
え
る
人
々
」
と
い
う
の
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
信
仰
と
哲
学
、
と
く
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
哲
学
の
間
に
あ
っ
て
迷
う
人
と

い
う
意
味
で
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
は
伝
統
的
な
ユ
ダ
ヤ
思
想
と
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
と
を
統
一
し
た
思
想
体
系
を
作
り
、
信
仰
と
理
性
と
を
調
和
さ

せ
よ
う
と
し
た
。
こ
の
立
場
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
ス
コ
ラ
哲
学
と
共
通
す
る
も
の
が
あ
り
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
思
想
は
ス
コ
ラ
哲
学

者
ト
マ
ス
．
ア
キ
ナ
ス
ら
に
受
容
さ
れ
、
ト
マ
ス
を
通
じ
て
ョ
－
ロ
ッ
パ
思
想
界
に
大
き
く
影
響
し
た
。
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
影
響
を
受
け
た

ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
思
想
に
対
す
ブ

（
｜
）
思
想
史
上
の
業
績

多
忙
な
生
活
の
中
で
、
マ
イ
モ
’
一
デ
ス
は
多
く
の
業
績
を
残
し
た
。
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
業
績
は
三
つ
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｉ
ロ
ッ
パ
思
想
に
対
す
る
貢
献
、
ユ
ダ
ヤ
教
に
対
す
る
貢
献
、
医
学
そ
の
他
の
学
問
に
対
す
る
貢
献
で
あ
る
。

六
・
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
業
績
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だ
が
六
百
年
の
後
、
マ
ィ
モ
ニ
デ
ス
の
思
想
は
ふ
た
た
び
ユ
ダ
ヤ
教
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
。
モ
ー
ゼ
ス
・
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

（
一
七
二
九
’
八
六
）
は
十
八
世
紀
に
ド
イ
ツ
で
活
躍
し
た
ユ
ダ
ヤ
哲
学
者
で
、
音
楽
家
の
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
祖
父
で
あ
る
。
レ
ッ
シ
ン
グ

の
戯
曲
『
賢
者
ナ
ー
タ
ン
」
は
モ
ー
ゼ
ス
・
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
を
モ
デ
ル
と
し
て
い
る
が
、
レ
ッ
シ
ン
グ
ら
が
興
し
た
ド
イ
ツ
啓
蒙
主
義

に
触
発
さ
れ
て
始
ま
っ
た
ハ
ス
カ
ラ
（
ユ
ダ
ヤ
啓
蒙
王
義
に
お
い
て
、
モ
ー
ゼ
ス
は
大
き
な
役
割
を
果
し
た
。
モ
ー
ゼ
ス
は
ラ
ビ
か
ら
マ
イ
モ

ニ
デ
ス
の
著
書
を
紹
介
さ
れ
て
め
ざ
め
、
保
守
的
ユ
ダ
ヤ
教
ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
に
対
立
す
る
論
客
と
な
っ
た
。
ハ
ス
カ
ラ
が
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の

影
響
を
強
く
受
け
た
こ
と
は
、
ナ
ハ
マ
ン
・
ク
ロ
ホ
マ
ー
ル
の
著
書
『
わ
れ
ら
の
時
代
の
迷
え
る
人
々
へ
の
導
き
』
の
題
名
を
見
て
も
明
ら

（
池
）
（
耐
）

か
で
あ
ろ
う
。

思
想
史
上
の
マ
イ
モ

〆
″
＆
』
一
ワ
】
一
戸
ｑ
Ｊ
』

ヘ
、
４
Ｊ
一
、
１
１
－
、
Ｔ
ｌ
三

か
ら
で
あ
る
。

（
認
）
（
刀
）

ま
で
起
こ
っ
た
。

思
想
家
と
し
て
、
ア
ル
ベ
ル
ト
ゥ
ス
・
マ
グ
ヌ
ス
、
バ
ル
ー
フ
・
デ
・
ス
ピ
ノ
ザ
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

ユ
ダ
ヤ
教
で
は
、
長
い
間
に
錯
雑
し
た
も
の
と
な
っ
た
口
伝
律
法
『
ミ
シ
ュ
ナ
」
を
整
理
し
て
、
「
ミ
シ
ュ
ナ
注
解
」
（
Ｃ
Ｏ
日
白
①
ロ
団
昌
○
ご
芽
の

旨
の
冒
豐
）
（
一
ニ
ハ
八
年
）
、
『
ミ
シ
ュ
ネ
・
ト
ー
ラ
ー
」
（
言
の
旨
①
口
弓
○
国
弓
）
（
弓
固
の
弓
○
国
彦
丙
①
ぐ
一
①
弓
①
ｑ
）
（
二
七
八
年
）
を
著
し
、
十
三
条

（
２
）
（
師
）
（
鯛
）

の
ユ
ダ
ヤ
教
基
本
信
条
を
制
定
し
て
、
ユ
ダ
ヤ
教
教
理
の
基
本
を
確
立
し
た
。
し
か
し
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
合
理
王
義
に
保
守
的
ユ
ダ
ヤ
教
徒

（
２
）
（
師
）
～
（
加
）

が
反
発
し
、
こ
れ
が
ユ
ダ
ヤ
神
秘
王
義
カ
バ
ラ
を
生
み
、
ユ
ダ
ヤ
教
に
大
き
な
影
響
を
残
し
た
。
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
批
判
者
で
あ
り
、
十
二
一

（
江
）

世
紀
に
行
わ
れ
た
い
わ
ゆ
る
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
論
争
の
調
停
者
と
な
っ
た
の
が
前
槁
で
の
べ
た
ナ
フ
マ
ニ
デ
ス
で
、
ス
ペ
イ
ン
・
カ
バ
ラ
発
祥

（
師
）
（
、
）

の
地
へ
ロ
ナ
の
①
３
国
四
（
ま
た
は
ジ
ロ
ナ
Ｑ
８
目
）
で
生
ま
れ
て
い
る
。

マ
ィ
モ
ニ
デ
ス
を
支
持
す
る
も
の
と
反
対
す
る
も
の
と
の
対
立
は
は
げ
し
く
、
後
に
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
著
書
が
焚
書
の
対
象
と
な
る
事
件

、
、
く
Ｊ
〆
、
１
１
〆

三
）
医
学
的
業
績

ニ
デ
ス
の
合
理
主
義
が
私
た
ち
に
重
要
な
の
は
、
医
学
に
お
け
る
彼
の
反
権
威
主
義
、
合
理
主
義
に
通
ず
る
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興
味
深
い
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
業
績
の
う
ち
第
四
か
ら
第
九
ま
で
の
六
編
が
、
王
、
王
族
、
貴
人
、
名
士
な
ど
の
諮
問
、
要
請
、
治
療
経

験
か
ら
書
か
れ
た
こ
と
で
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
医
学
的
業
績
が
侍
医
と
し
て
の
生
活
か
ら
切
り
離
せ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

⑩
弓
馬
Ｑ
吊
笛
ご
ｇ
ｐ
Ｈ
眉
ｚ
四
目
隅

(6)（5）
弓弓

吊吊
胃g
扇‘扇．
①①

gg
ｰ胃

＞〔ﾉ〕
の①

冒曽
ゴ巴
印

戸
ｂ
』
局
①
四
口
の
①
○
己
年
声
の
〔
ロ
］
‐
ご
囚

ｉ切
目
用
具
］
用
○
邑
甸
○
尉
○
扁
目
。

⑧
弓
扁
詞
①
四
目
①
邑
旦
国
①
巴
讐

側
国
吊
口
尉
８
昌
附
○
国
号
①
醇

川
弓
馬
ｇ
ｏ
朋
國
ご
ｇ
□
旨
い
Ｚ

１
伝
〆
旬
四
の
厨
吋
○
ョ
丘
里
①
二
日
‐
、
」

１ｍ
“
弓
ゴ
①
○
（
）
ヨ
ョ
四
］
国
民
く
（
旨
言
①

ｉ

ｔ

③
弓
冨
冨
①
島
８
－
シ
ｇ
ｏ
国
の
ョ
の
（

切
目
扇
禺
扇
の
（
旨
函
①
ョ
日
’
島
９
号

引
国
〕
①
目
の
８
Ｅ
‘
⑱
①
○
国
号
①
国
苔
匿
ご
胃
］
（
）
国
且
国
厨
ｇ
ｏ
ｏ
胃
①
胃
‘
昌
眉
苔
①
○
四
巨
の
①
の
昌
国
尉
別
名
言
⑦
ｇ
８
－
皆
扇
乏
の
勗
角
の
ｇ
ｏ
ロ
の
巴

ｑ

ｌ

（
Ｗ
）

ビ
ュ
ス
テ
ン
フ
ェ
ル
ト
は
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
医
学
的
業
績
と
し
て
十
六
冊
を
挙
げ
て
い
る
。
ル
ク
レ
ー
ル
は
、
ビ
ュ
ス
テ
ン
フ
ェ
ル
ト

は
同
じ
著
書
の
別
名
を
別
の
業
績
と
し
て
数
え
て
い
る
と
い
い
、
十
一
冊
を
挙
げ
、
最
後
の
書
物
（
ア
ビ
ケ
ン
ナ
の
ヘ
ブ
ラ
イ
語
訳
）
は
マ
イ
モ

ニ
デ
ス
の
業
績
で
あ
る
こ
と
が
疑
わ
し
く
、
ま
た
九
冊
目
（
現
在
の
ロ
ス
ナ
ー
の
分
類
で
は
第
十
番
目
）
は
両
ｇ
シ
巨
○
の
の
四
畳
呂
弓
ロ
シ
豆

（
鵬
）
（
劃
）

ご
困
旨
巴
に
よ
る
引
用
の
み
が
知
ら
れ
て
い
る
と
し
た
。
フ
リ
ー
デ
ン
ウ
オ
ー
ド
は
、
業
績
九
冊
を
挙
げ
て
い
る
。

ル
ク
レ
ー
ル
の
著
書
の
出
版
は
一
八
七
六
年
だ
が
、
一
九
三
○
年
代
に
、
そ
の
九
冊
目
（
下
記
の
第
十
番
目
）
に
あ
た
る
も
の
の
原
本
が
、
エ

（
劃
）
（
鴻
）
（
調
）

ジ
プ
ト
の
マ
イ
ャ
ー
ホ
ー
フ
に
よ
っ
て
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
の
ア
ャ
・
ソ
フ
ィ
ア
寺
院
（
現
在
博
物
館
）
所
蔵
図
書
か
ら
発
見
さ
れ
、
マ
イ
モ
ニ
デ

（
１
）
（
６
）
（
劃
）
（
調
×
弱
）
（
諏
）

ス
の
医
学
的
業
績
は
下
記
の
十
編
（
英
文
名
で
表
記
）
現
存
し
て
い
る
こ
と
が
定
説
と
な
っ
て
い
る
。

①
両
〆
茸
胃
厨
時
○
ョ
⑦
里
９
日
弓
馬
シ
再
ｇ
ｏ
貝
①

②
弓
馬
○
○
日
目
①
ロ
国
昌
９
号
①
醇
昌
○
国
の
日
の
目
円
ｇ
ｏ
９
臼
①
印

③
弓
冨
冨
８
局
竺
醇
目
○
国
目
勗
旦
旨
３
＄
冨
禺
ョ
○
昌
号
の

ａ
、
国
８
言
用
（
旨
⑳
①
×
匡
巴
旨
扁
月
（
）
昌
麗

甸
○
尉
昌
扇
四
コ
・
弓
ご
①
胃
碑
具
己
ｇ
隅
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（
Ⅱ
）

第
四
編
は
、
名
家
に
生
ま
れ
た
あ
る
青
年
の
病
気
に
触
発
さ
れ
て
書
か
れ
た
。

（
河
）
（
応
）

上
に
挙
げ
た
業
績
の
他
に
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
名
前
を
付
し
た
「
医
師
の
日
々
の
祈
り
」
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
マ
イ
モ
ニ
デ
ス

に
よ
る
も
の
か
早
く
か
ら
疑
い
が
あ
り
、
ロ
ス
ナ
ー
は
こ
れ
は
一
七
八
三
年
に
ド
イ
ツ
で
発
表
さ
れ
た
も
の
で
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
も
の
で

（
州
）

は
な
い
と
い
う
。
ガ
ー
シ
ェ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
は
疑
い
が
あ
る
こ
と
を
認
め
な
が
ら
、
多
く
の
人
が
そ
の
基
調
と
精
神
か
ら
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の

（
邪
）

も
の
と
考
え
て
い
る
と
し
て
い
る
。
グ
ッ
ド
ヒ
ル
は
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
誓
い
も
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
が
作
っ
た
確
証
は
な
い
と
し
て
、
こ
の
祈

（
６
）

り
を
弁
護
し
て
い
る
。
著
者
は
、
こ
の
祈
り
に
お
け
る
神
・
人
の
関
係
が
、
ユ
ダ
ヤ
教
的
で
な
く
む
し
ろ
キ
リ
ス
ト
教
的
に
感
じ
ら
れ
る
と

こ
ろ
か
ら
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
作
で
な
い
と
想
像
し
て
い
る
が
、
機
会
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。
ロ
ス
ナ
ー
は
、
こ
の
祈
り
に
現
れ
た
思
想

（
蝿
）

は
中
世
の
も
の
で
な
く
、
十
八
世
紀
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

ま
た
マ
イ
モ
’
一
デ
ス
の
宗
教
的
著
作
に
し
ば
し
ば
医
学
的
な
問
題
が
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
多
く
の
研
究
者
が
指
摘
し
て
い
る
。

マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
医
学
的
業
績
の
扱
っ
た
範
囲
は
広
く
、
ま
た
単
に
ガ
レ
ノ
ス
の
よ
う
な
古
典
を
祖
述
す
る
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
を
合
理

的
思
考
に
よ
っ
て
批
判
的
に
受
け
入
れ
る
こ
と
を
す
す
め
、
近
代
医
学
の
さ
き
が
け
と
な
っ
た
。
「
モ
ー
ゼ
ス
・
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
医
学
蔵
言

（
８
）

集
」
第
二
十
五
章
は
、
ガ
レ
ノ
ス
の
記
述
に
疑
問
を
も
っ
た
内
容
を
集
め
て
い
る
。
マ
イ
モ
’
一
デ
ス
の
甥
が
こ
の
章
を
編
集
し
た
こ
と
は
先

集
」
第
二
‐

に
の
べ
た
。

こ
れ
ら
の
医
学
的
業
績
に
つ
い
て
は
、
槁
を
改
め
て
発
表
す
る
。

（
三
）
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
業
績
の
使
用
言
語（盤

）
（
御
）

医
学
的
業
績
は
す
べ
て
ア
ラ
ビ
ア
語
で
書
か
れ
、
多
く
へ
プ
ラ
イ
文
字
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
ア
ラ
ビ
ア
文
字
が
使

わ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
ま
た
ヘ
ブ
ラ
イ
語
訳
の
み
が
残
っ
て
い
る
業
績
も
あ
る
。

「
ミ
シ
ュ
ナ
注
解
」
、
「
迷
え
る
人
々
へ
の
導
き
」
も
ア
ラ
ビ
ア
語
で
言
か
れ
て
い
る
が
、
「
ミ
シ
ュ
ネ
・
ト
ー
ラ
ー
」
は
、
へ
プ
ラ
イ
語
で

書
か
れ
た
。
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
医
学
的
業
績
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
で
書
か
れ
た
も
の
も
、
早
く
か
ら
ヘ
ブ
ラ
イ
語
、
ラ
テ
ン
語
な
ど
に
訳
さ
れ
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よ
く
『
モ
ー
ゼ
ス
・
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
医
学
筬
言
集
」
、
『
迷
え
る
人
々
へ
の
導
き
」
の
別
名
と
し
て
、
「
ピ
ル
ヶ
・
モ
シ
ェ
（
勺
三
ｓ
①
三
？

（
坊
）
（
１
）

呂
呂
）
」
、
「
モ
レ
ー
・
ネ
ヴ
ォ
ヒ
ム
（
旨
○
局
ｇ
ｚ
①
ぐ
○
の
三
目
）
ま
た
は
ネ
ブ
ヒ
ム
（
ｚ
①
く
三
舎
言
〕
）
」
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
ヘ
ブ
ラ
イ
語
訳

の
名
称
で
あ
る
。
モ
レ
ー
は
、
現
代
へ
プ
ラ
イ
語
で
は
教
師
を
意
味
す
る
。

エ
ル
サ
レ
ム
陥
落
ま
で
、
ユ
ダ
ヤ
教
に
も
儀
式
を
司
る
祭
司
が
存
在
し
た
。
し
か
し
神
殿
が
失
わ
れ
、
祭
司
の
ほ
と
ん
ど
が
エ
ル
サ
レ
ム

陥
落
の
際
に
命
を
失
っ
た
こ
と
、
祭
司
が
反
乱
の
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
祭
司
制
の
下
で
の
再
建
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
律
法

を
教
育
・
理
解
さ
せ
る
こ
と
を
ユ
ダ
ヤ
教
信
仰
の
基
本
的
方
法
と
す
る
こ
と
に
な
り
、
重
要
な
土
地
に
律
法
の
研
究
と
教
育
に
あ
た
る
イ
ェ

シ
バ
（
ユ
ダ
ヤ
高
等
神
学
校
）
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
校
長
ガ
オ
ン
（
複
数
ゲ
オ
ニ
ム
）
が
各
地
の
コ
ン
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
－
を
指
導
す
る
新
し
い
体
制

ユ
ダ
ヤ
民
族
が
バ
ビ
ロ
ン
捕
囚
か
ら
帰
国
を
許
さ
れ
た
と
き
、
か
な
り
の
数
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
バ
ビ
ロ
ニ
ア
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
に

ユ
ダ
ヤ
人
が
、
「
約
束
の
地
」
パ
レ
ス
チ
ナ
を
は
な
れ
て
他
国
に
住
ん
だ
の
が
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
（
離
散
）
で
あ
る
。
離
散
ユ
ダ
ヤ
人
は
、
ど
こ

に
あ
っ
て
も
ユ
ダ
ヤ
人
コ
ン
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｉ
を
形
成
し
、
ユ
ダ
ヤ
教
信
仰
を
コ
ン
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｉ
の
存
立
基
盤
と
し
た
。
離
散
ユ
ダ
ヤ
人
は

早
く
か
ら
各
地
に
居
住
し
て
い
た
が
、
と
く
に
紀
元
七
十
年
、
第
一
次
ユ
ダ
ヤ
戦
争
に
お
け
る
エ
ル
サ
レ
ム
陥
落
と
神
殿
の
破
壊
後
、
多
く

わ
っ
て
置
き
た
い
。

て
い
る
０

（
師
）

の
ユ
ダ
ヤ
人
が
国
外
に
逃
れ
た
。

マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
生
涯
を
理
解
す
る
上
で
重
要
な
、
二
、
三
の
問
題
に
つ
い
て
の
く
る
。

ユ
ダ
ヤ
民
族
史
と
ユ
ダ
ヤ
教
史
の
長
く
複
雑
な
過
程
を
要
約
す
る
の
は
む
ず
か
し
く
、
こ
の
項
の
内
容
も
ご
く
一
部
で
あ
る
こ
と
を
こ
と

七
・
離
散
ユ
ダ
ヤ
人
の
コ
ン
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
－
と
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
家
系
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（
１
）
（
６
）
（
７
）
（
別
）

マ
イ
モ
ニ
デ
ス
は
カ
イ
ロ
に
お
い
て
、
全
エ
ジ
プ
ト
の
ユ
ダ
ヤ
人
コ
ン
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｉ
の
指
導
者
ナ
ギ
ド
の
地
位
に
つ
い
た
と
さ
れ
る
。

（
１
）
（
６
）
（
７
）

文
献
は
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
こ
の
地
位
を
、
サ
ラ
デ
ィ
ン
あ
る
い
は
ア
ル
フ
ァ
ー
デ
ィ
ル
か
ら
任
命
さ
れ
た
も
の
と
し
て
い
る
。

（
注
及
び
参
考
文
献
は
次
々
号
末
尾
に
一
括
掲
載
）

（
河
）

成
し
た
。

イ
ス
ラ
ム
教
徒
支
配
体
制
が
成
立
し
、
さ
ら
に
そ
れ
が
い
く
つ
か
の
王
国
に
分
裂
す
る
と
、
離
散
ユ
ダ
ヤ
人
の
中
で
も
各
地
コ
ン
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
－
の
自
治
が
重
視
さ
れ
、
各
地
に
作
ら
れ
た
イ
ェ
シ
バ
の
長
ガ
オ
ン
が
、
ナ
ギ
ド
（
イ
ス
ラ
ム
諸
国
で
、
支
配
者
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
１

（
汀
）

ダ
ャ
人
コ
ン
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
－
の
指
導
者
）
の
職
を
果
す
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
指
導
者
は
、
最
初
は
家
柄
が
重
視
さ
れ
世
襲
制
で
え
ら
ば
れ
た
が
、
後
に
は
能
力
主
義
に
か
わ
り
、
研
究
・
教
育
・
管
理
に
優

れ
た
も
の
が
指
導
者
と
な
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
は
逆
に
、
知
的
能
力
に
恵
ま
れ
た
家
系
の
出
身
者
が
指
導
者
の
地
位
を
た
び
た
び
占
め
る
こ

（
河
）
（
２
）

と
に
な
り
、
指
導
者
層
の
固
定
化
を
来
し
た
。
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
家
系
は
、
そ
の
よ
う
な
家
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
父
が
そ
の
職
に
あ
っ
た
ダ
ヤ
ン
は
、
も
と
は
ア
ラ
ム
語
の
ダ
ヤ
ー
ヌ
・
デ
・
バ
ヴ
ァ
ー
（
呂
旨
四
目
号
‐
ｇ
鼠
）
（
門
の
裁

判
官
）
と
い
う
言
葉
か
ら
き
て
お
り
、
イ
ェ
シ
バ
の
正
門
で
開
か
れ
た
、
コ
ン
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
－
内
の
事
件
を
さ
ば
く
裁
判
長
を
務
め
る
も
の
で
、

ガ
オ
ン
に
次
ぐ
地
位
で
あ
っ
た
。
ガ
オ
ン
、
ダ
ヤ
ン
お
よ
び
十
人
の
賢
者
が
、
コ
ン
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
－
の
最
高
指
導
機
関
サ
ン
ヘ
ド
リ
ン
を
形

（
師
）
（
河
）

が
生
ま
れ
た
。
エ
ル
サ
レ
ム
陥
落
前
の
祭
司
の
時
代
に
対
比
し
て
、
ラ
ビ
（
ユ
ダ
ヤ
教
教
師
）
の
時
代
と
呼
ば
れ
る
。

前
槁
に
の
べ
た
よ
う
に
、
エ
ル
サ
レ
ム
陥
落
後
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
中
心
は
ガ
リ
ラ
ヤ
地
方
に
移
っ
た
。
し
か
し
ロ
ー
マ
帝
国
支
配
下
の
ガ
リ

ラ
ヤ
地
方
は
制
約
が
大
き
く
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
中
心
は
バ
ビ
ロ
ニ
ア
に
移
り
、
バ
ビ
ロ
ニ
ア
に
い
た
指
導
者
が
全
国
の
ユ
ダ
ヤ
人
コ
ン
ミ
ュ
ニ

一
戸
屍
ｕ
』
（
ワ
ロ
’
一

、
写
Ｊ
Ⅱ
〆
『
幻
１
１
〆

テ
ィ
ー
を
統
括
し
た
。
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